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ページ 文章 発話 日本語訳

1 はい。読み始めて良いですよ。

2 p.11 明治期関西ヴァイオリン事情 明治期関西ヴァイオリン事情［日本語で発話する
］ ประวตัเิรือ่งราว 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ทาง 関西［日本語で発話する］ 

ในชว่ง 明治［日本語で発話する］ อมื แลว้ก็มี

「明治期関西ヴァイオリン事情」「ヴァイオリン」［タ
イ語において外来語に当たり，タイ語発音をする］
物語の歴史，「関西」様式，「明治」期における，
うーん。それから，あるのは。

3 p.11 構成
1はじめに
2ヴァイオリンとの出会い
3たくさんあったViolinのカタカナ表記
4ヴァイオリンで唱歌
5ヴァイオリンの流行
6邦楽曲をヴァイオリン楽譜に
7邦楽の作法でヴァイオリン指導
8ヴァイオリンは三味線の代わり
9おわりに

［黙って文面に目を走らせている。］ แบง่บทวา่ 

พดูถงึอะไรบา้งก็ไปตามบทแลว้กัน

［黙って文面に目を走らせている。］章を分けてい
るのは，何々があるか言及しています。ま，章にし
たがって行きましょうか。

4 p.11 1 はじめに เริม่แรก 最初に。

5 p.11  The violins that we discussed in the thesis were particularly popular out 
of the other western musical instruments introduced in the Meiji era to 
the point they become the social trend. However, the general concept of 
the violins now has changed to something “hard to master”, and 
“expensive” instrument. Only few love to keep them or play as their 
hobby. Then, why the violins become so popular in the Meiji era when 
the western music was not familiar to the people in the society? In this 
thesis, the popularity of the violins and its factors with the seven key 
elements related to the violins in Kansai region in the Meiji era are 
discussed.

ก็น่าจะพดูเหมอืนทีภ่าษาอังกฤษพดูหรอืเปลา่นะ ま，どうも英語で話しているようです。話す，なので
しょうか。

6 pp.11-12 本稿は，明治期関西の洋楽受容史研究の第1段階として行なった“編年
史的研究”の次の段階として進めている“領域別研究”の一環に位置付け
られるものである。“編年史的研究”の成果は，「関西洋楽文化史 Ⅰ～Ⅳ
(注1)」の4篇に，“領域別研究”の成果は「明治期関西洋琴(ピアノ)事情」

本稿は の段階として 
領域別研究［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ 位置つけられるものである
 成果 領域別研究 みたい［日本語で発話する］ 
แยกอะไรสักอยา่งซึง่ แตว่า่ 

領域［日本語で発話する］ มันแปลวา่ทีอ่ยูอ่าศัย 

［黙って何かを考えている。］ ออ๋ แปลวา่ โดย

แบง่แยกพืน้ทีห่รอืเปลา่นะ

「本稿は，の段階として，領域別研究」。［黙って読
んでいる。］「位置つけられるものである，成果，領
域別研究，みたい」何かを分けています，それは。
ですが，「領域」これは訳すとレジデンス。［黙って
何かを考えている。］ああ。訳すと，土地を分ける
か何かでしょうか。

7 土地というのを具体的に。

8 เออ่ ทอ้งถิน่น่าจะแบบแตล่ะทอ้งถิน่อะไรอยา่งนี้หรอื
เปลา่คะ

えーと，地域は確かそれぞれの地域でこのように
分けていたのではありませんか。

9 なるほど。

10 แตล่ะภมูภิาค เพราะวา่อันนี้เป็นของ 

関西［日本語で発話する］ อมื

それぞれの地方，というのはこれは「関西」のもの
ですから。うーん。

11 ［黙って文を読み返している。］ ก็ ［笑う。］ ด ู

漢字［日本語で発話する］ เยอะจัง ［笑う。］

［黙って文を読み返している。］んー。［笑う。］「漢
字」がとてもたくさん見えますね。［笑う。］

12 ［笑う。］

13 เอาเป็นวา่น่าจะ เขาน่าจะพดูถงึประมาณนี้ แลว้ก็มี 結論としておそらく，だいたいこのようなことを話し
ています。それから，

14 p.12 「明治期関西の民間音楽隊―洋楽普及に果たした役割―」 อา่ กลุม่ อา่ みんかん音楽［日本語で発話する］ 

ออื น่าจะเป็นเกีย่วกับชาวบา้นชนชัน้อะไรสักอยา่ง

หรอืเปลา่ みんかん 
みんかん［日本語で発話する］ 
［スマートフォンに「みんかん」と打ち込んでJ-dora
dicで検索するとภาคเอกชน「民間」と表示された。］

あー，グループ，あー，「みんかん音楽」うーん。
おそらく市井の人のなんとかの階級とかなのでし
ょうか。「みんかん，みんかん」。［スマートフォンに
「みんかん」と打ち込んでJ-doradicで検索すると
ภาคเอกชน「民間」と表示された。］

15 みんかん？

16 ภาคเอกชน 民間。

17 J-doradicだったんですね？

18 はい［日本語で発話する］ 「はい」。

19 はい。

20 民間［日本語で発話する］ ภาคเอกชน เกีย่วกับ

อะไร อา่ น่าจะเป็นแบบพลเรอืนท่ัวไปหรอืเปลา่

「民間」民間，何に関して。あー，おそらく一般の民
間人のようなのでしょうか。

21 うーん。

22 ของ เออ่ ดนตรขีองชาวบา้นในแถบ 

関西［日本語で発話する］ ในชว่ง 
明治［日本語で発話する］

もの，えーと，「関西」地域における市井の人の音
楽，「明治」期の。

23 ［「洋楽普及に果たした役割」の部分を読み始める
。］ พดูถงึ 洋［日本語で発話する］ กับ 

普及に果たした役割［日本語で発話する］ เออ่ 

หนา้ทีข่อง บทบาทของเครือ่งดนตรตีะวนัตกที่

แพร่หลายไปในชว่งนัน้แลว้ก็

［「洋楽普及に果たした役割」の部分を読み始め
る。］「洋」と「普及に果たした役割」について話して
います。えーと，の義務，その時期に広まっていっ
た西の楽器の役割，それから，

24 p.12 「陸軍第四師団軍楽隊の選曲傾向」等の6篇(注2)にまとめ，公表済であ
る。

陸軍［日本語で発話する］ แนวโนม้ในการเลอืก

เพลงของ ทหาร อะไรสักอยา่งซึง่น่าจะเป็นเกีย่วกับ

ชนชัน้ของญีปุ่่ นหรอืเปลา่

「陸軍」軍，の歌を選ぶことにおける傾向，とかな
んとか。つまり，おそらく日本の階級に関してじゃ
ないでしょうか。

25 うーん。

26 น่าจะเป็นเรือ่งของประวตัศิาสตร ์เอาเป็นวา่ก็เป็น

เรือ่งของประวตัศิาสตรไ์ปกอ่น

おそらく歴史学の話です。ひとまず歴史学の話と
結論づけておきます。

27 はい。

28 こうひょうさい 
こうひょうさい［「公表済」を読み上げようとしている
］ 
［スマートフォンに「こうひょう」と打ち込んで候補の
名から「公表」を選んでJ-doradicで検索すると
การแจง้ใหส้าธารณชนทราบ

「公衆に知らせること」と表示された。］ ฮ ึน่าจะ

แปลวา่ ［黙って何かを考えている。］ เป็น 

official［英語で発話する］ เป็น อา่ แจง้ให ้

สาธารณชนทราบ ทราบ แตว่า่ さい［「済」のこと］ 

อันนี้มาตอ่หลัง 公表［日本語で発話する］ แตก็่

น่าจะความหมายคลา้ย ๆ กัน

「こうひょうさい，こうひょうさい［「公表済」を読み上
げようとしている］」。［スマートフォンに「こうひょう」
と打ち込んで候補の名から「公表」を選んでJ-dor
adicで検索するとการแจง้ใหส้าธารณชนทราบ
「公衆に知らせること」と表示された。］ふう。おそら
く訳すと。［黙って何かを考えている。］と，
「official」［英語で発話する］です，です。あー，公
衆に知らせること，知らせる。ですが，「さい」
［「済」のこと］これが「公表」の後ろに続いてきてい
ます，が，ま，おそらく似たような意味でしょう。

行番号
読んだ素材 協力者の発話内容

データ収集者の発話内容 備考



29 p.12 今回取り上げたヴァイオリンは，明治期に受容された西洋楽器の中でも，
特に人気が高く，その流行が社会現象となるほどであった。

今回取り上げたヴァイオリンは 
人気が高く［日本語で発話する］ 
［黙って文を読んでいる。］ ออื ก็คอืเขาบอกวา่ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ทีเ่ขาจะพดูถงึในเรือ่งนี้ก็ เป็น 

แมแ้ต ่แมแ้ตใ่นบรรดา เครือ่งดนตรฝ่ัีงตะวนัตกก็

เป็นทีย่อมรับ ในชว่งสมัย 
明治［日本語で発話する］ 
特に人気［日本語で発話する］ ก็มคีวาม มคีวาม

นยิมคอ่นขา้งสงูแลว้ก็ เออ่ โอะ๊ 

その［日本語で発話する］ เป็นปรากฏการณ์ทาง

สังคม คอื มัน 
hit［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音を
する］ ขนาดทีว่า่เป็น กลายเป็นปรากฏการณ์ทาง

สังคมของเขา

「今回取り上げたヴァイオリンは，人気が高く」。
［黙って文を読んでいる。］うーん。つまり，ここで
述べているのは，この話の中で話す「ヴァイオリ
ン」［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音
をする］は，です。さえ，の中でさえ，受け入れられ
た西洋楽器，「明治」時代の時期に，「特に人気」
つまり，あります。かなり高い人気があってそれか
ら，えー，お？「その」社会現象です，つまり，それ
は大「hit」［タイ語において外来語に当たり，タイ語
発音をする］し，そこの社会現象になりました。

30 p.12 しかし現在では，ヴァイオリンは“習得が難しい”“高価な”楽器という認識
が一般的で，趣味の楽器として愛好する人の数も多くはない(注3)。

แตว่า่ในปัจจุบัน ヴァイオリンはしゅうとく 

しゅうとく［日本語で発話する］ น่าจะแปลวา่การ

เรยีนรู ้แตว่า่ 
［スマートフォンに「しゅうとく」と打ち込んで候補の
名から「習得」を選んでJ-doradicで検索すると「し
ゅうとく」という読みと，การเรยีนรู ้
「学び知ること」と表示された。］ 
習得［日本語で発話する］ การเรยีนรู ้ก็คอืเขาบอก

วา่ แตว่า่ในปัจจุบันก็เรยีนรูย้าก แลว้ก็มรีาคาแพง 

ออ๋ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ เป็นเครือ่งดนตรทีีเ่ขารูส้กึกันวา่ 

คนปัจจุบันมคีวามรูส้กึวา่ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ เป็นการเรยีนรู ้เออ่ เป็นเครือ่ง

ดนตรทีีเ่รยีนรูย้ากแลว้ก็มรีาคาสงู

ですが，現在は，「ヴァイオリンはしゅうとく，しゅう
とく」おそらく訳すと学んで知ること，でも。［スマー
トフォンに「しゅうとく」と打ち込んで候補の名から「
習得」を選んでJ-doradicで検索すると「しゅうとく」
という読みと，การเรยีนรู ้
「学び知ること」と表示された。］「習得」学び知るこ
と。つまり，ここで述べているのは，ですが，現在
は学ぶことは難しいです。それに値段も高いで
す。ああ。「ヴァイオリン」［タイ語において外来語
に当たり，タイ語発音をする］は彼らが感じている
のは学期，現代の人は「ヴァイオリン」［タイ語にお
いて外来語に当たり，タイ語発音をする］に対して
感じているのは，学ぶこと，えー，学ぶのが難しく
て値段が高い楽器です。

31 おー。

32 p.12 趣味の楽器とした多く［日本語で発話する］ ก็เลย

 มจี านวนคนที ่เออ่ มงีานอดเิรกเป็น อา่ เอา คนที่

เอา 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ เป็นงานอดเิรกเนี่ยคอ่นขา้งนอ้ย

「趣味の楽器とした多く」それで，多くの人がいま
す，えーと，趣味があります。あー，欲しい，「ヴァ
イオリン」［タイ語において外来語に当たり，タイ語
発音をする］が趣味として欲しい人がかなり少ない
です。

33 p.12 なぜ，洋楽の普及もおぼつかない明治期にヴァイオリンがもてはやされた
のか。

แตว่า่ท าไมในชว่ง 明治［日本語で発話する］ นัน้

ถงึไดม้ ีการแพร่หลายของเครือ่งดนตรตีะวนัตกอันนี้
 おぼつかない おぼつかない 
つかない［日本語で発話する］ 
［スマートフォンに「おぼつかない」と打ち込んでJ-
doradicで検索するとไมช่ดัเจน

「はっきりしない」と表示された。］ ไมช่ดัเจน 

明治時期［日本語で発話する］ อมื 
なぜようがっくの 
おぼつかない［日本語で発話する］ ออ๋ ก็คอื

ในชว่งสมัย 明治［日本語で発話する］ นัน้ก็เครือ่ง

ดนตรขีองตะวนัตกไมไ่ดแ้พร่หลาย 

がもてはや［日本語で発話する］ แตว่า่ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ น่าจะคอ่นขา้งนยิม もてはやす 

はやす［日本語で発話する］ ออื 
［スマートフォンに「もてはやす」と打ち込んでJ-do
radicで検索するとใหค้วามส าคัญ

「重要性を与える」と表示された。］ ใหค้วามส าคัญ

 ออ๋

でも，どうして「明治」期に，あったのか，この西洋
楽器の普及が，「おぼつかない，おぼつかない，
つかない」。［スマートフォンに「おぼつかない」と打
ち込んでJ-doradicで検索するとไมช่ดัเจน
「はっきりしない」と表示された。］はっきりしない。「
明治時期」うーん。「なぜようがっくの，おぼつかな
い」ああ。つまり，「明治」期において，西の楽器は
普及しませんでした。「がもてはや」しかしながら，
「ヴァイオリン」［タイ語において外来語に当たり，
タイ語発音をする］はおそらくかなり人気がありま
した。「もてはやす，はやす」うーん。［スマートフォ
ンに「もてはやす」と打ち込んでJ-doradicで検索
するとใหค้วามส าคัญ
「重要性を与える」と表示された。］重要性を与え
ます。ああ。

34 普及しなかったというのは，どの範囲において。

35 หมายถงึในประ［「ประเทศ

［国］」と言いかけたと思われる］ น่า แตเ่ขาพดูถงึ
 関西［日本語で発話する］

意味しているのは，く［「ประเทศ
［国］」と言いかけたと思われる］，おそらくここでは
「関西」について言っています。

36 はい。

37 น่าจะพดูถงึ 関西［日本語で発話する］ น่าจะไม่

คอ่ยแพร่หลาย แตไ่มแ่น่วา่ญีปุ่่ นก็อาจจะ ชว่งนัน้ก็

 ญีปุ่่ น อาจจะยงัไมค่อ่ยรูจั้กเครือ่งดนตรี

ตา่งประเทศดว้ยหรอืเปลา่แตว่า่ ทาง 

関西［日本語で発話する］ น่าก็แน่ ๆ วา่จะไมเ่ป็น

ทีแ่พร่หลาย

おそらく「関西」について言っています。おそらくあ
まり普及しませんでした。ですが，日本がどうかは
はっきりしません。たぶん，その時期は，日本，た
ぶんまだあまり外国の楽器を知らなかったのでは
ないでしょうか。「関西」方面，確かにはっきりして
いるのは普及したものではありませんでした。

38 うーん。

39 แตว่า่เขาก็ใหค้วามส าคัญกับ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］

しかし，ここで「ヴァイオリン」［タイ語において外来
語に当たり，タイ語発音をする］に重要性を与えて
います。

40 はい。

41 p.12 本稿では，明治期関西でのヴァイオリンに関する状況を7つの場面から観
察し，ヴァイオリン隆盛の実態とその要因を探っていく。

［黙って文を読み始める。］ 
リンに関するじょう［日本語で発話する］ เขาก็จะ

พดูถงึสถานการณ์เจ็ดสถานการณ์ทีเ่กีย่วกับ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ใน 関西［日本語で発話する］ 

ในชว่งสมัย 明治［日本語で発話する］ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ โนะ เออ่ 

せい［日本語で発話する］ อะไร 
せい［日本語で発話する］ 
［スマートフォンに「隆盛」の漢字を指で書いてJ-d
oradicで検索すると「りゅうせい」という読みと，
เจรญิรุ่งเรอืง「繁栄」と表示された。］ 

りゅうせい［日本語で発話する］ เจรญิรุ่งเรอืง 
の実態とその 要因を 
探っていく［日本語で発話する］ หาสาเหตนัุน้ ที ่
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ

［黙って文を読み始める。］「リンに関するじょう」話
そうとしているのは7の状況。「関西」での「ヴァイ
オリン」［タイ語において外来語に当たり，タイ語発
音をする］に関する「明治」時代の状況。「ヴァイオ
リン」［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音
をする］ですね。えー「せい」何，「せい」。［スマート
フォンに「隆盛」の漢字を指で書いてJ-doradicで
検索すると「りゅうせい」という読みと，
เจรญิรุ่งเรอืง
「繁栄」と表示された。］「りゅうせい」繁栄，「の実
態とその，要因を，探っていく」その原因を探す，
「ヴァイオリン」［タイ語において外来語に当たり，
タイ語発音をする］繁栄の，ですね。

42 p.12 研究の基礎資料としたものは，大阪音楽大学音楽博物館が所蔵する，明
治期関西の洋楽文化活動に関する当時の記録資料約22,000点である(注
4)。

［黙って読んでいる。］ 研究の き 
資料としたものは［日本語で発話する］ 
漢字［日本語で発話する］ ตัวนี［้「礎」のこと］ ลมื

ไปแลว้วา่อา่นวา่อะไร 基本［日本語で発話する］ 

กับ 基本［日本語で発話する］ กับ 

き［日本語で発話する］ อะไรนา้ 
［スマートフォンに「基礎」の漢字を指で書いてJ-d
oradicで検索すると「きそ」という読みと，การ

เรยีนรู「้学習すること」と表示された。］ きそ 
研究のき基礎資料 としたものは 
基礎資料［日本語で発話する］ อา่ เอกสาร

พืน้ฐานในการวจัิย ออ้ เขาก็พดูถงึวา่เขาใชอ้ะไรใน

การวจัิยบา้ง

［黙って読んでいる。］「研究の，き，資料としたも
のは」この「漢字」［「礎」のこと］，忘れてしまったの
はなんと読むのか。「基本」と「基本」と「き」何でし
ょう。［スマートフォンに「基礎」の漢字を指で書い
てJ-doradicで検索すると「きそ」という読みと，
การเรยีนรู ้
「学習すること」と表示された。］「きそ，研究のき基
礎資料，としたものは，基礎資料」あー，研究にお
ける基本の資料，ああ，話しているのは，研究に
おいてどんな資料を使うのかということですね。

43 ふーん。

44 อมื 資料約［日本語で発話する］ อันนี้ก็ไมม่อีะไร

ก็น่าจะพดูเรือ่งท่ัวไปในการท าวจัิยครัง้นี้ แลว้ก็

うーん。「資料約」これは何でもなくて，今回の研
究における一般的なことを話しています。それか
ら，

45 p.12 2 ヴァイオリンとの出会い พดูถงึ อันนี้เรือ่งอะไร 
ヴァイオリンとの出会い［日本語で発話する］ 
น่าจะเรือ่งที ่
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ไดเ้ขา้มาใน มอีทิธพิลใน เขา้มา

ในญีปุ่่ นครัง้แรกอะไรแบบนี้

話しているのは，これは何の話ですか。「ヴァイオ
リンとの出会い」きっと「ヴァイオリン」［タイ語にお
いて外来語に当たり，タイ語発音をする］の話で
す。入ってきた，に影響がある，はじめに日本に
入ってきたというようなことです。

46 p.12 開国から明治初期にかけて，日本人に未知の西洋音楽に触れる機会を
与えたのは，主として外国人居留地の存在である。

開国にかけて［日本語で発話する］ ก็คอืชว่งแรก

ทีญ่ีปุ่่ น ชว่งแรกของ 明治［日本語で発話する］ 

ตัง้แตญ่ีปุ่่ นเปิดประเทศอะไรงี ้
開国［日本語で発話する］ 
日本人に未知の［日本語で発話する］ เออ่ 
に触れる機会を与えたの［日本語で発話する］ 
ในชว่งทีม่โีอกาสได ้รูจั้ก เออ่ ไดส้ัมผัสกับ 

［黙って読んでいる。］ เครือ่งดนตรตีะวนัตกทีค่น

ญีปุ่่ นก็ไมไ่ดรู้จั้กก็คอืชว่งที ่

主として外国人［日本語で発話する］ ก็คอืคน

ทีม่าอยูญ่ีปุ่่ น สว่นใหญ ่อา่ โอกาสทีเ่ขาจะ โอกาส 

โอกาสทีเ่ขาไดรู้จั้กกับเครือ่งดนตรตีะวนัตกก็คอื 

สว่นใหญเ่ป็นชาวตา่งชาตทิีเ่ขา้มาอยูใ่นญีปุ่่ น

「開国にかけて」というのは，はじめの時期，日本
での，「明治」のはじめの時期。日本が国を開いた
とかなんとか「開国」から，「日本人に未知の」
えー，「に触れる機会を与えたの」できるようになっ
た機会がある時期において，知る。えー，と触れ
合う。［黙って読んでいる。］日本人が知らなかっ
た西洋の楽器。つまり，「主として外国人」の時
期，というのは日本に来ている人，大部分は，
あー，する機会がある，機会。彼らが西洋の楽器
を知る機会を得たというのは，大部分は日本の中
に入ってきている外国人です。



47 p.12 そこは，西洋人が家庭音楽を楽しみ，寄港した西洋艦隊の乗組み楽隊が
軍楽を披露し，上海などを拠点にアジア各地を巡業して回る芸能団(注5)
が公演する場であった。

そこは 
じんが家庭音楽を楽しみ［日本語で発話する］ ซึง่

 เออ่ มันเป็นเพลงที ่คนตา่ง ชาวตะวนัตกเนี่ยเขาใช ้

เป็น ［黙って読んでいる。］ เขา 

楽しい［日本語で発話する］ เออ่ ใชเ้ป็น 

［黙って読んでいる。］ น่าจะแบบ 

phil［「philharmonie」を指すと思われる］ งาน

อดเิรกทีแ่บบเป็นดนตรทีางในบา้นของเขาอะไร

แบบนี้ 家庭音楽 家庭音楽［日本語で発話する］ 

เลน่ในบา้น น่าจะ 

phil［「philharmonie」を指すと思われる］ แบบงาน

อดเิรก

「そこは，じんが家庭音楽を楽しみ」というのは，
えー，音楽であって，の人，西洋の人がですね，
使っていたのは。［黙って読んでいる。］彼らが「楽
しい」えー，として使った。［黙って読んでいる］，お
そらく「phil」［「philharmonie」を指すと思われる］み
たいな，彼らの家庭内の様式としての趣味とかな
んとか。「家庭音楽，家庭音楽」家の中で演奏す
る，おそらく「phil」［「philharmonie」を指すと思われ
る］みたいな趣味。

48 うーん。

49 น่าจะเป็นงานอดเิรกอะไรแบบนี้ おそらく趣味とかなんとかそんなです。

50 それにバイオリンも含まれるのでしょうか。

51 อะไรนะคะ なんですか。

52 それにバイオリンも含まれるのでしょうか。

53 ออื น่าจะพดูถงึทัง้หมดนะคะ เพราะวา่เขายงัไมไ่ด ้

บอกเครือ่งดนตรอีะไร แตว่า่พดูถงึ เครือ่งดนตรขีอง

ตะวนัตกน่าจะหลาย ๆ อยา่งดว้ยกัน

うーん。おそらく全てについて話していますね。彼
は何の楽器かについてまだ何も述べていません
から。ですが，について話しています，西洋音楽
の楽器，おそらくは多くの種類を合わせて。

54 ふーん。

55 ［「寄港した西洋艦隊の乗組み楽隊が」の部分を
読み始める。］ แลว้ก็ม ี漢字［日本語で発話する］

 ตัว ออ้ น่าจะแปลวา่แบบ ใกล ้ๆ ทา่เรอืหรอืเปลา่นะ

 き［日本語で発話する。「寄」のこと］ กับ 
みなと［日本語で発話する］ 
した［日本語で発話する］ ออ้ น่าจะแบบ

ชาวตา่งชาตทิีเ่ขา้มาทางเรอือะไรแบบนี้ 
の［日本語で発話する］ 
［おそらく「寄港」を調べようとしてスマートフォンを
触ってしばらく何か考えているようだが，何もしな
かった。］ 漢字［日本語で発話する］ ตรงหัวอะไร 
［スマートフォンに「艦隊」の漢字を指で書くが，「
隊」を消して「艦」1字だけでJ-doradicで検索する
が，検索結果一覧から語を選んでその意味を確
認しようとはしない。］ เออ่ 

かん［日本語で発話する］ เดีย๋วแป๊บนงึน่าจะเป็น 

พลเรอือะไรแบบนี้ พลเรอืของตะวนัตกทีเ่ขาเขา้มา

［「寄港した西洋艦隊の乗組み楽隊が」の部分を
読み始める。］それから，「漢字」があります。あ
あ，おそらく訳すと，港の近くのような感じでしょう
か。「き」［「寄」のこと］と「みなと」「した」ああ，おそ
らく船で入ってきた外国人とかなんとかですね。
「の」。［おそらく「寄港」を調べようとしてスマート
フォンを触ってしばらく何か考えているようだが，
何もしなかった。］「漢字」のこの頭はなんでしょう。
［スマートフォンに「艦隊」の漢字を指で書くが，
「隊」を消して「艦」1字だけでJ-doradicで検索する
が，検索結果一覧から語を選んでその意味を確
認しようとはしない。］えー，「かん」ちょっと待ってく
ださいね，おそらくは提督とか何かそんなところ，
西洋の提督が入ってきました。

56 うーん。

57 ［「軍楽を披露し」の部分を読み始める。］ 
うんおんがく うんおんがくを 
を［日本語で発話する］ อา่ ลมืไปแลว้ตัวนี้ 
［スマートフォンに「披」の漢字を指で書いてJ-dora
dicで語の候補の中から「披露」を見つけ，「ひろう
」という読みと，การแสดงใหท้กุคนดู
「みなが見るための催し」という意味を確認した。］
 は は ひ ひろう ひろう［日本語で発話する］ ออ๋ 

ออ๋ ก็คอืน่าจะประมาณวา่ ทหารทีเ่ขา้มาเนี่ยก็มา

แสดงใหด้ ูทีเ่ป็นแบบวา่ดนตรเีกีย่วกับดนตรทีาง

ทหารของเขาสักอยา่ง

［「軍楽を披露し」の部分を読み始める。］「うんお
んがく，うんおんがくを，を」あー，この字を忘れて
しまいました。［スマートフォンに「披」の漢字を指
で書いてJ-doradicで語の候補の中から「披露」を
見つけ，「ひろう」という読みと，การแสดงใหท้กุ

คนดู
「みなが見るための催し」という意味を確認した。］
「は，は，ひ，ひろう，ひろう」ああ，ああ，つまり，
おそらくはおおよそのところで，入ってきた軍人が
ですね，演じて見せてくれた，音楽様式の，軍人
の彼の何かの音楽に関して。

58 うーん。

59 ［「上海などを拠点にアジア各地を巡業して回る芸
能団(注5)が公演する場であった」の部分を読み
始める。］ 上海 などをはてんにアジア 
公演する場であった 
公演する場であった［日本語で発話する］ เออ่ 
めぐる ゆうして［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ ออ๋ น่าจะแบบ วน ๆ แตล่ะ 

แตล่ะ พืน้ทีใ่น アジア［タイ語発音をする］ แลว้ก็มี

กลุม่ที ่芸能団［日本語で発話する］ แสดง ดนตรี

อะไรพวกนี้ดว้ยแลว้ก็ 

がこうする場［日本語で発話する］ มพีืน้ทีใ่ห ้

นักแสดงพวกนี้แสดง

［「上海などを拠点にアジア各地を巡業して回る芸
能団(注5)が公演する場であった」の部分を読み
始める。］「上海，などをはてんにアジア，公演する
場であった，公演する場であった」えー，「めぐる，
ゆうして」。［黙って読んでいる。］ああ，おそらくな
んか，日々，ごとに，「アジア」［タイ語発音をする］
の土地それぞれに，それに，「芸能団」のグルー
プがあります。演奏する，それら音楽を伴って。そ
れから，「がこうする場」演者が演じる場所があり
ます。

60 うーん。

61 ดว้ย しゅ 

しゅてん［「拠点」を読み上げようとしている］ อมื 
［スマートフォンに「しゅてん」と打ち込む。］ しゅ 
しゅてん しゅ［日本語で発話する］ 
［スマートフォンに打ち込んだ「しゅてん」を消して「
拠」の漢字を指で書き，「てん」を打ち込んで「点」
に変換し「拠点」をJ-doradicで検索する。「きょて
ん」という読みと，จุดยทุธศาสตร「์戦略拠点」，ที่

มั่น「陣営」，ฐานทีม่ั่น
「拠点を置くところ」という意味が得られた。］ しゅ
てん［日本語で発話する］

「しゅ，しゅてん［「拠点」を読み上げようとしている
］」とともに，うーん。［スマートフォンに「しゅてん」
と打ち込む。］「しゅ，しゅてん，しゅ」。［スマートフ
ォンに打ち込んだ「しゅてん」を消して「拠」の漢字
を指で書き，「てん」を打ち込んで「点」に変換し「
拠点」をJ-doradicで検索する。「きょてん」という読
みと，จุดยทุธศาสตร「์戦略拠点」，ทีม่ั่น「陣営」，
ฐานทีม่ั่น
「拠点を置くところ」という意味が得られた。］「しゅ
てん」。

62 うん。

63 ยทุธศาสตรท์ีม่ั่น ฐานทีม่ั่น しゅてん 
上海などをしゅてんにアジア各地をを してまわる
 しゅ しゅてん しゅてんにアジア各地 
を［日本語で発話する］ แปลวา่อะไร 
めぐるぎょ［日本語で発話する］ 
［スマートフォンに「めぐる」と打ち込んで「巡る」に
変換し，「る」を消して「巡」1字にし「ぎょう」と打ち
込んで「業」に変換して「巡業」の語をJ-doradicで
検索する。「じゅんぎょう」という読みと，การ

เดนิสาย「配線」という意味が得られた。］ การ

เดนิสาย ［黙って読んでいる。］ 

アジア各地［日本語で発話する］ ออ๋ ก็คอืกลุม่ที่

เขาเดนิสาย ไปท่ัว アジア［タイ語発音をする］ 

อยา่งเชน่ 上海［タイ語発音をする］ เพือ่ทีจ่ะไป

แสดงอะไรพวกนี้แลว้ก็

戦略の拠点，拠点を置くところ，「しゅてん，上海な
どをしゅてんにアジア各地をを，してまわる，しゅ，
しゅてん，しゅてんにアジア各地，を」なんと訳しま
すか，「めぐるぎょ」。［スマートフォンに「めぐる」と
打ち込んで「巡る」に変換し，「る」を消して「巡」1
字にし「ぎょう」と打ち込んで「業」に変換して「巡業
」の語をJ-doradicで検索する。「じゅんぎょう」とい
う読みと，การเดนิสาย
「配線」という意味が得られた。］配線。［黙って読
んでいる。］「アジア各地」ああ，んー，つまり，巡
回するグループ，「アジア」［タイ語発音をする］中
を，たとえば「上海」［タイ語発音をする］とか，こう
したことを表現していくために。

64 p.12 こうした音楽活動を見聞することが，西洋音楽・西洋楽器というものへの
認識が芽生えるきっかけとなったと考えられる。

こうした音楽 みきすることが というものへの 
きっかけとなったと考えら［日本語で発話する］ 
ออ๋ กจิกรรมแสดงดนตรอีะไรพวกนี้ก็เลยเป็น

จุดเริม่ตน้ให ้ดนตรตีะวนัตกแลว้ก็เครือ่งดนตรี

ตะวนัตกดว้ย

「こうした音楽，みきすることが，というものへの，
きっかけとなったと考えら」ああ，音楽とか何かそ
れらの表現する活動が始まりの点になりました。
西洋音楽，それに西洋の楽器についてもです。

65 p.12 関西では大阪と神戸に外国人居留地があり(注6)，特に神戸は芸能団の
巡業ルート(注7)上に位置していたため，音楽関係のイヴェント(注8)が多
く，西洋音楽流入の大きな窓口として機能した。

関西ではおさかと神戸 特に 
音楽関係のイヴェントがお 窓口として機能した 
さいよう音楽流入 流入 
大きな窓口［日本語で発話する］ เป็นชอ่งทาง

ใหญใ่ห ้ดนตรตีะวนัตกไดเ้ขา้มา เพราะวา่มันม ี

位置していたため［日本語で発話する］ เพราะวา่ 

ใน 関西［日本語で発話する］ มชีาวตา่งชาตอิยู่

เยอะ ทัง้ 大阪［タイ語発音をする］ แลว้ก็ 

神戸［日本語で発話する］ โดยเฉพาะ 

神戸［日本語で発話する］ ก็จะมเีสน้ทางที ่เออ่ 

กลุม่ นักแสดงพวกนี้ไปตระเวนดว้ยก็เลยท าใหม้ ี

イベント［タイ語発音をする］ ดนตร ีทีเ่กีย่วกับ

ดนตรคีอ่นขา้งมากก็เลยกลายเป็น ประตสูู ่เปิด เปิด 

เปิดโลกแหง่ดนตรตีะวนัตกใน 
関西［日本語で発話する］

「関西ではおさかと神戸，特に，音楽関係のイヴェ
ントがお，窓口として機能した，さいよう音楽流入，
流入，大きな窓口」は大きな方法を与えます。西
洋の楽器が入ってこられるのに。というのはそれ
が「位置していたため」，というのは，「関西」の中
で外国人は多く，「大阪」［タイ語発音をする］で
も，それに「神戸」でも。特に「神戸」にはルートが
あって，えー，グループ，そうした音楽家たちは巡
回もしていましたから音楽の「イベント」［タイ語発
音をする］をしました。音楽に関してかなり多くの，
それにより，のようになりました。向かって開く扉，
開く，「関西」において西洋音楽の世界を開く。

66 西洋音楽と言いますが，それをもたらした人という
のは，西洋の人なんですか，それともアジアの人
なんですか。

67 คน เขาบอกวา่คนตา่งชาติ 人，外国人だと述べています。

68 外国，はっきりしないということですね。



69 ［黙って読んでいる。］ อมื ไมไ่ด［้述べて］ ไม่ ［黙って読んでいる。］うーん。［述べて］ませんね，
いえ。

70 述べていません。

71 ไมไ่ดบ้อก แตค่ดิวา่ดจูากบรบิทแลว้น่าจะ พดูถงึ
ชาวตะวนัตกนะคะ

述べていません。ですが，文脈から見て考えると，
西洋の人について言っていると思います。

72 ふーん。

73 เพราะวา่มันมา เออ่ ชาวตา่งชาตก็ิน่าจะเป็น

ชาวตะวนัตกทีเ่ลน่เครือ่งดนตรตีะวนัตก แตก็่เป็นไป

ไดว้า่ ชาว アジア［タイ語発音をする］ อาจจะ

ไดรั้บอทิธพิลมากอ่นแลว้ก็เขา้มาเลน่ดว้ยแตก็่ 

น่าจะยากกวา่

それは来ていて。えーと，外国人というのはおそら
く西洋の楽器を演奏する西洋人で，ですが，「アジ
ア」人［タイ語発音をする］だということもあり得ま
す。以前に影響を受けていたというように，それ
で，入ってきて演奏もする。ですが，おそらくありえ
がたいです。

74 はい。

75 น่าจะเป็นชาวตะวนัตกคะ่ おそらく西洋の人です。

76 はい。

77 p.12 ヴァイオリンが関西の地に登場したことが確認できる最古の記録は，明治
2年(1869)7月3日付の英字新聞The Hiogo Newsの記事である(注9)。

関西のに 登場した 
できる最古［日本語で発話する］ พดูถงึ เออ่ 

บันทกึ ที ่ที ่ทีม่บัีนทกึไวท้ีเ่กา่ทีส่ดุวา่ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ไดเ้ขา้มาใน 

関西［日本語で発話する］ ก็คอืตอน เออ่ 

記事［日本語で発話する］ บันทกึของ The Hiogo 

News［英語で発話する］ คะ่ น่าจะเป็นหนังสอืพมิพ์

 英字新聞［日本語で発話する］ ออ้ เป็น

หนังสอืพมิพภ์าษาอังกฤษ ลงวนัทีส่ามเดอืนเจ็ด 

หนึง่แปดหกเกา้หรอื 明治［日本語で発話する］ ปี

ทีส่อง

「関西のに，登場した，できる最古」について話し
ています。えー，記録，に，に，最も古い記録にあ
るのは，「ヴァイオリン」［タイ語において外来語に
当たり，タイ語発音をする］が「関西」に入ってき
た。つまり，ときに，えー，「記事」，「The Hiogo 
News」［英語で発話する］の記録です。おそらく新
聞「英字新聞」，ああ，英語の新聞です，3日，7
月，1869あるいは「明治」2年付の。

78 p.12 明治2年6月24・25日に The Hiogo Hotel(注10)でGeorge Caseという人物
がconcertina(注11)とviolinを演奏したというものである。

The Hiogo Hotel［英語で発話する］ 
で［日本語で発話する］ George 
Case［英語で発話する］ 
ぶつが［日本語で発話する］ แลว้พอวนัทีย่ีส่ ีย่ ีห่า้

เดอืนหก คนทีช่ ือ่ George［タイ語的に発音する］ ก็

 したと［日本語で発話する］ ออ้ แลว้ก็พอไปวนัที่

ยีส่ ีย่ ีห่า้เดอืนหก คนทีช่ ือ่ 

George［タイ語的に発音する］ ก็มาแสดง คอน

เซนโต ้コンセント［「concertina」を読もうとした］ 

เอย้ concertina［タイ語的に発音する］ กับ 
violin［タイ語において外来語に当たり，タイ語発
音をする］ ดว้ย

「The Hiogo Hotel」［英語で発話する］「で」
「George Case」［英語で発話する］「ぶつが」それ
で，24［「にじゅうよん」ではなく，「によん」のように
発音している］，25［「にじゅうご」ではなく，「にご」
のように発音している］日，6月の，になると，
「George」［タイ語的に発音する］という名前の人
が，「したと」ああ。それから，24［「にじゅうよん」で
はなく，「によん」のように発音している］，25［「に
じゅうご」ではなく，「にご」のように発音している］
日，6月にいたると，「George」［タイ語的に発音す
る］という名前の人が来て演じて，「コンセント
［「concertina」を読もうとした］」，えっと，
「concertina」［タイ語的に発音する］と「violin」［タ
イ語において外来語に当たり，タイ語発音をする］
もです。

79 p.12 その後も，歌劇団ほか様々な形態の芸能団が神戸で公演したことが，英
字新聞に掲載された広告によって判明しており(注12)，そのパフォーマン
スの中でヴァイオリンが使用された可能性は高い。

หลังจากนัน้ 
［もごもごと口を動かして読んでいるが，聞き取れ
ない。］ ก็มกีลุม่ทีเ่ขา้มา เออ่ แสดง 形態 

さまさまな形態［日本語で発話する］ ที ่

神戸［日本語で発話する］ มากมาย

その後。［もごもごと口を動かして読んでいるが，
聞き取れない。］んー，入ってきたグループがあり
ます，えー，演じる，「形態，さまさまな形態」「神
戸」で，たくさんの。

80 うーん。

81 判明しており 判明 判明［日本語で発話する］ 
［スマートフォンに「判明」と打ち込んで「判明」に変
換しJ-doradicで検索すると，「はんめい」という読
みと，การเขา้ใจอยา่งแจ่มชดั

「明確な理解」という意味が得られた。］ เขา้ใจ

อยา่งแจ่มแจง้ ออ๋ ก็มกีารพสิจูน์เหรอ พสิจูน์เขา้ใจ

อยา่งแจ่มแจง้ แลว้เขาก็พดูถงึการวา่มันมโีฆษณาที่

ลงในหนังสอืพมิพภ์าษาอังกฤษอันนัน้ เกีย่วกับที่

เขามาแสดงดนตร ีที ่神戸［日本語で発話する］

「判明しており，判明，判明」。［スマートフォンに「
判明」と打ち込んで「判明」に変換しJ-doradicで検
索すると，「はんめい」という読みと，การเขา้ใจ

อยา่งแจ่มชดั
「明確な理解」という意味が得られた。］はっきりと
理解する。ああ，つまり，証明することですか。
はっきりと理解したことを証明する。それに，その
英語の新聞の中に広告が載せられていることに
ついても話しています。音楽を披露しに来たことに
ついて，「神戸」に。

82 うん。

83 ［「そのパフォーマンスの中でヴァイオリンが使用
された可能性は高い」の部分を黙って読む。］ 
แลว้ก็พวก パフォーマンス［タイ語発音をする］ 

หรอืการแสดง 
show［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音
をする］ นัน้ การแสดงนัน้ ๆ ก็คอืม ี
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ มกีารใช ้
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ คอ่นขา้งมาก

［「そのパフォーマンスの中でヴァイオリンが使用
された可能性は高い」の部分を黙って読む。］それ
から，「パフォーマンス」［タイ語発音をする］の類
か演じること，「show」［タイ語において外来語に当
たり，タイ語発音をする］が，その演じることに。要
するに「ヴァイオリン」［タイ語において外来語に当
たり，タイ語発音をする］があって，「ヴァイオリン」
［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音をす
る］の使用かなり多くあります。

84 p.12 神戸での公演は，日本人が東遊園地と呼んでいたRecreation Ground
や，居留地劇場と呼んでいたGymnasium Theatreで行なわれることが多
く，それらに日本人も参加することができた(注13)。

神戸での公演は 日本人が 
とうゆうえんちと呼んでいた［日本語で発話する］
 ［黙って読んでいる。］ การแสดงที ่

神戸［日本語で発話する］ นัน้ก็เรยีกวา่ 

日本人が［日本語で発話する］ คนญีปุ่่ นเรยีกกันวา่

 とう［日本語で発話する］ หรอืวา่ ひがし 
とうゆうえんち［日本語で発話する］

「神戸での公演は，日本人が，とうゆうえんちと呼
んでいた」。［黙って読んでいる。］「神戸」で演じる
ことは，呼ばれます，「日本人が」。日本人が呼び
合っているのは，「とう」もしくは，「ひがし，とうゆう
えんち」です。

85 うん。

86 เป็น 漢字［日本語で発話する］ สวนสนุก

［「遊園地」のこと］ กับทางตะวนัออก［「東」のこと］

 เกีย่วกันยงัไงนะ แตว่า่คนญีปุ่่ นก็เรยีกวา่อยา่งนี้

遊園地［「遊園地」のこと］と東［「東」のこと］の漢
字です。どう関わっているのでしょう。でも，日本人
はこのように呼んでいます。

87 はい。

88 呼んで［日本語で発話する］ อา้ว 
呼んでいた［日本語で発話する］ Recreation 
Ground［英語で発話する］ 
や［日本語で発話する］ Recreation 
Ground［英語で発話する］ や りゅう劇場と呼ん 
で行われることが多く［日本語で発話する］ มกีาร

แสดง ［黙って読んでいる。］ ออ๋ มกีารแสดงที ่

เขาก็บอกวา่มกีารแสดงทีต่า่ง ๆ ก็คอืที ่Recreation

 Ground［英語で発話する］ แลว้ก็ Gymnasium 

Theatre［英語で発話する］ คอ่นขา้งเยอะ ซึง่มันก็

เป็นสถานทีท่ีเ่อาไวจั้ดแสดงส าหรับคนทีม่าอยู่ อมื
 それらに日本人も参加する［日本語で発話する］
 แลว้คนญีปุ่่ นก็เขา้มาร่วมดว้ยได ้เขา้มาดไูด ้

「呼んで」あーと，「呼んでいた」「Recreation 
Ground」［英語で発話する］「や」「Recreation 
Ground」［英語で発話する］「や，りゅう劇場と呼
ん，で行われることが多く」演じることがあります。
［黙って読んでいる。］ああ，演じることがありま
す。様々な演目があります。すなわち，
「Recreation Ground」［英語で発話する］それか
ら，「Gymnasium Theatre」［英語で発話する］がか
なり多いです。つまり，それは来ている人のために
組まれることになった演目がおかれる場所です。
うーむ，「それらに日本人も参加する」それから，
日本人も一緒に入って加わることができます。
入ってきてみることができます。

89 p.12 したがって，いくらかの神戸の人たちがごく早い時期にヴァイオリンに出
会っていたと考えられる。

したがって いくらかの神戸の人たちが 
ごく早い時期にヴァイオリンに 出会っていた 
ごく早い ごく ごく［日本語で発話する］ 
［スマートフォンに「ごく」と打ち込んでJ-doradicで
検索するとมากทีส่ดุ「もっとも多い」，ทีส่ดุ

「もっとも」，สดุขัว้

「極端に」という意味が表示された。］ มากที ่มาก

ทีส่ดุ ทีส่ดุ ๆ ขัว้ อา่ก็ ดังนัน้ 
いくらかの神戸の人たちが［日本語で発話する］ 
คน คน 神戸［日本語で発話する］ หลายคนก็เลย

รูจั้ก 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ในชว่งทีค่อ่นขา้งจะเร็วมาก ๆ อยู่

เหมอืนกัน เพราะวา่มกีารจัดแสดงหลายที ่ใน 
神戸［日本語で発話する］

「したがって，いくらかの神戸の人たちが，ごく早い
時期にヴァイオリンに，出会っていた，ごく早い，
ごく，ごく」。［スマートフォンに「ごく」と打ち込んでJ
-doradicで検索するとมากทีส่ดุ「もっとも多い」，

ทีส่ดุ「もっとも」，สดุขัว้
「極端に」という意味が表示された。］多くて，もっと
も多い，もっとも，極端に，あー。したがって，「いく
らかの神戸の人たちが」，人，「神戸」の人，多くの
人がそれで，「ヴァイオリン」［タイ語において外来
語に当たり，タイ語発音をする］を知った。かなり，
とっても早い時期に，おなじく。というのは，「神戸」
の中の，色々なところで催し物があったからです。

90 はい。一緒に演奏もしましたか。

91 อะไรนะคะ なんですか。

92 演奏しましたか。

93 เลน่ 演奏する。

94 人が。



95 ออื น่าจะ น่าจะยงัไมเ่ลน่นะคะ น่าจะแคบ่อกวา่คน

ญีปุ่่ นรูจั้กกับ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ไดย้งัไง ออื เพราะวา่คนตา่งชาติ

เขา้มาแสดง

うーん。おそらく，おそらくはまだ演奏はしません
ね。おそらくただ，述べているのは日本人が「ヴァ
イオリン」［タイ語において外来語に当たり，タイ語
発音をする］にどのように出会っただけで，うー
ん，外国人が入ってきて演じていますから。

96 はい。

97 p.12 関西発行の日本語の新聞にヴァイオリンに関係した話題が見られるの
は，明治19年(1886)の神戸又新日報の記事が最初である。

［「関西発行の日本語の新聞に，ヴァイオリンに関
係した話題が見られるのは」の部分を黙って読む
。］ อา่ หนังสอืพมิพญ์ีปุ่่ นทีต่พีมิพเ์รือ่งทีเ่กีย่วกับ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ครัง้แรกหรอืเปลา่ ทีส่ามารถพบได ้

ครัง้แรกเนี่ย ถา้เขาพดูถงึเนี่ย

［「関西発行の日本語の新聞に，ヴァイオリンに関
係した話題が見られるのは」の部分を黙って読
む。］ああ，「ヴァイオリン」［タイ語において外来語
に当たり，タイ語発音をする］についての話が初め
て印字された日本の新聞なんじゃないでしょうか。
初めて見つかったものですね，もし述べているとし
たら。

98 うーん。

99 ［「明治19年(1886)の神戸又新日報の記事が最初
である」の部分を読み始める。］ ก็คอืชว่งปี ชว่ง 

明治［日本語で発話する］ ปีทีส่บิเกา้ 

の神戸の［日本語で発話する］ อา่ นี่ไง 

さいしゅうで［日本語で発話する］ ก็คอื อันนี้คอื

ครัง้แรกที ่หนังสอืพมิพญ์ีปุ่่ นเป็นคนลงเรือ่งเกีย่วกับ
 ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タ
イ語発音をする］

［「明治19年(1886)の神戸又新日報の記事が最初
である」の部分を読み始める。］つまり，時期，年，
「明治」期の19年，「の神戸の」。あー，ほら，「さい
しゅうで」要するに，これは初めてのです。「ヴァイ
オリン」［タイ語において外来語に当たり，タイ語発
音をする］について人が話を載せた日本の新聞。

100 p.12 『合奏会 居留地の劇場において昨夜有名の楽師レメンイー氏の合奏会
を催したり』(注14)という簡単なものだ。

［黙って文を読み始める。］ しレメンイー氏を 
したという簡単なもの 
という簡単なものだ［日本語で発話する］ น่าจะ

เป็นเกีย่วกับแบบวา่เขาน่าจะลงเรือ่ง อะไรทีม่ัน

งา่ย ๆ กอ่นเพราะวา่คนญีปุ่่ นอาจจะยงัไมค่อ่ย

คุน้เคยกับ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ มาก ก็เลยเริม่ลงเรือ่งงา่ย ๆ แตว่า่

ชือ่ยาวมาก ［笑う。］

［黙って文を読み始める。］「しレメンイー氏を，した
という簡単なもの，という簡単なものだ」おそらく関
係していてなんというか，おそらく話を載せました。
まず何かその簡単な，というのは日本人はたぶん
まだ「ヴァイオリン」［タイ語において外来語に当た
り，タイ語発音をする］にそんなに慣れ親しんでい
ないからです。それで，簡単な話から載せ始め
て，なのにとても長い名前です。［笑う。］

101 ［笑う。］

102 がっそうかい［日本語で発話する］ 「がっそうかい」。

103 どんな名前なんですか。新聞にある名前。

104 น่าจะเป็นหัวขอ้เรือ่งนะคะ おそらく見出しですね。

105 ああ。

106 เกีย่วกับ がっそうかい［日本語で発話する］ น่าจะ

เป็นงานบรรเลงร่วมกัน อาจจะเป็นวง 
がっそう［日本語で発話する］ 
［スマートフォンに「がっそう」と打ち込んで「合奏」
に変換し，J-doradicで検索すると「がっそう」という
読みと，การบรรเลงดนตรดีว้ยเครือ่งดนตรมีากกวา่ 

１ ชิน้
「1つより多くの楽器による演奏」という意味が表示
された。］ บรรเลงดนตรดีว้ยกัน ก็น่าจะเป็นวง แต่

อาจจะแค ่สองชิน้อยา่งเชน่ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ กับ 
ピアノ［タイ語において外来語に当たり，タイ語発
音をする］ ก็ได ้หรอืเปลา่ แตอ่าจจะเป็นใหญ ่ๆ 
［黙って読んでいる。］

「がっそうかい」について，おそらく一緒にする演奏
のイベントでしょう。たぶん，「がっそう」の輪。［ス
マートフォンに「がっそう」と打ち込んで「合奏」に変
換し，J-doradicで検索すると「がっそう」という読
みと，การบรรเลงดนตรดีว้ยเครือ่งดนตรมีากกวา่ １ 

ชิน้
「1つより多くの楽器による演奏」という意味が表示
された。］一緒に楽器を演奏する，おそらく輪。で
も，たぶん単に，「ヴァイオリン」［タイ語において
外来語に当たり，タイ語発音をする］と「ピアノ」［タ
イ語において外来語に当たり，タイ語発音をする］
とか2つだけでもいい，んじゃないでしょうか。で
も，きっと大きいです。［黙って読んでいる。］

107 んー。

108 昨晩有名のがくし［日本語で発話する］ 
［スマートフォンに指で「催」と書いて認識させてか
ら，「す」を打ち込んで「催す」としJ-doradicで検索
すると，「もよおす」という読みと，จัด（งาน
）「（イベントを）企画する」という意味が表示された
。］ もよおす もよおす［日本語で発話する］ ก็คอื

จัดงานบรรเลงร่วมกันของ เออ่ น่าจะเป็นอาจารย์

ดนตรชีือ่ レメンイー 
レメンイー［タイ語的に発音する］

「昨晩有名のがくし」。［スマートフォンに指で「催」
と書いて認識させてから，「す」を打ち込んで「催す
」としJ-doradicで検索すると，「もよおす」という読
みと，จัด（งาน
）「（イベントを）企画する」という意味が表示され
た。］「もよおす，もよおす」というのは，合同で演
奏のイベントを企画する。えーと，おそらく「レメン
イー，レメンイー」［タイ語的に発音する］という名
前の音楽の先生です。

109 うーん。

110 レメンニー［タイ語的に発音する］ 昨晩有名 
昨晩有名 昨晩［日本語で発話する］ อะ さく 昨夜
 昨夜 昨夜有名 昨夜有名［日本語で発話する］ 
น่าจะเป็นส านวนหรอืเปลา่นะ 
［スマートフォンに「さくやゆうめい」と打ち込んで「
昨夜有名」に変換し，J-doradicで検索したが，検
索結果は得られなかった。］ อะ 
昨夜有名のがくし 昨夜有名［日本語で発話する］
 อาจจะแบบหลังชัว่ขา้มคนืเหรอ ไมใ่ช ่

のにおいて昨夜有名［日本語で発話する］ ไม่

เป็นไรเอาเป็นวา่ ก็คนนี้จัดงานบรรเลง อมื เขาก็คง

ลงขา่วประมาณวา่ คนนี้จัดงานบรรเลงเพลงดนตรี

ตา่ง ๆ

「レメンニー」［タイ語的に発話する］「昨晩有名，
昨晩有名，昨晩」あ。「さく，昨夜，昨夜，昨夜有
名，昨夜有名」きっとで慣用句なんじゃないでしょう
か。［スマートフォンに「さくやゆうめい」と打ち込ん
で「昨夜有名」に変換し，J-doradicで検索したが，
検索結果は得られなかった。］あ。「昨夜有名のが
くし，昨夜有名」たぶんなんか夜通しの時間の後
ですか。そうじゃない。「のにおいて昨夜有名」気
にしない。つまりは，まあ，今晩演奏会を企画する
ということ，うーむ。きっと記事を載せたのでしょ
う。おおよそのところ，今晩様々な器楽演奏のイベ
ントを催します。

111 p.12 レメンイー氏とは，世界的に有名なハンガリーのヴァイオリニストEde 
Remenyi(1828－1898)(注15)であることは英字新聞によって裏付けされる
が，日本語の記事中にヴァイオリンの語はなく，「有名の楽師」とだけ紹介
されている。

レメンイーしとは［日本語で発話する］ คณุ 

レメンニー［タイ語的に発音する］ นัน้

「レメンイーしとは」その「レメンニー」［タイ語的に
発音する］さん。

112 pp.12-13 世界的に有名なハンガリーのヴァイオリン［日本
語で発話する］ เป็นคนทีม่ชี ือ่เสยีง ระดับโลก

「世界的に有名なハンガリーのヴァイオリン」は，
有名な人です，世界レベルで。

113 ふーん。

114 ก็คอืเป็น 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ เออ่ เป็นนัก 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ทีม่ชี ือ่เสยีงระดับโลก

というのが「ヴァイオリン」［タイ語において外来語
に当たり，タイ語発音をする］です。えー，「ヴァイ
オリン」［タイ語において外来語に当たり，タイ語発
音をする］奏者で世界レベルの名声があります。

115 うーん。

116 うらつき うらつけ［日本語で発話する］ 
［スマートフォンに「うらつけ」と打ち込んで「裏付け
」に変換し，J-doradicで検索すると，「うらづけ」と
いう読みと，ขอ้พสิจูน์หลักฐาน

「証拠の証明事項」という意味が得られた。］ ขอ้

พสิจูน์หลักฐาน ออ๋ พสิจูน์ไดด้ว้ย เออ่ หนังสอืพมิพ์

 ภาษาอังกฤษทีล่งเอาไว ้

「うらつき，うらつけ」。［スマートフォンに「うらつけ」
と打ち込んで「裏付け」に変換し，J-doradicで検索
すると，「うらづけ」という読みと，ขอ้พสิจูน์

หลักฐาน
「証拠の証明事項」という意味が得られた。］証拠
の証明事項。ああ，証明もできます，えーと，新
聞，英語の，掲載された。

117 うーん。

118 ［「有名の楽師」とだけ紹介されている」の辺りをぶ
つぶつ読んでいるが聞き取れない。］ 
と紹介させている 日本語の記事 なかに 
なかにヴァイオリン 日本語の記事 のになかに 
日本語の記事 の［日本語で発話する］ อมื 

紹介させている［日本語で発話する］ ไมไ่ดพ้ดูถงึ

 ภาษา 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ในหนังสอืพมิพ ์ในบทความ

ภาษาญีปุ่่ นนัน้ ไมไ่ดพ้ดูศัพท ์
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ แตว่า่เขาพดูถงึเรือ่งแคแ่บบวา่ เออ่

 แนะน า แนะน าอาจารยด์นตรทีีม่ชี ือ่เสยีงใหรู้จั้ก

เฉย ๆ ไมไ่ดพ้ดูถงึเรือ่ง 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ เยอะมากมาย ออื แครู่จั้กคนดัง เออ

 แคแ่นะน าคนดัง เขยีนแนะน าคนดังในบทความ

เทา่นัน้

［「有名の楽師」とだけ紹介されている」の辺りをぶ
つぶつ読んでいるが聞き取れない。］「と紹介させ
ている，日本語の記事，なかに，なかにヴァイオリ
ン，日本語の記事，のになかに，日本語の記事，
の」うーん。「紹介させている」話していません。
「ヴァイオリン」［タイ語において外来語に当たり，
タイ語発音をする］の言葉について，新聞の中で。
その日本語の記事に，「ヴァイオリン」［タイ語にお
いて外来語に当たり，タイ語発音をする］の語は
ありません。でも，単に話を話しています。なんと
いうか，えーと，紹介する，有名な音楽の先生を
紹介する，ただ知ることができるように。「ヴァイオ
リン」［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音
をする］のことはとてもたくさんは話されていませ
ん。うーん。単に有名人を紹介します，記事の中
で有名人紹介を書いただけです。



119 p.13 この後，レメンイー氏に関する神戸又新日報の記事は，8月15日までに4
回掲載されたが，いずれも彼がどの音楽領域を専門とする「楽師」である
のかには触れていない。

このあとレメンイーに関するは［日本語で発話する
］ แลว้ก็มกีารพดูถงึอกี คณุ 

レメンニー［タイ語的に発音する］ ในหนังสอืพมิพ ์

ในบทความอกีประมาณสีค่รัง้

「このあとレメンイーに関するは」それから，さらに
話しているのがあります。「レメンニー」［タイ語的
に発音する］さん，新聞の中で，記事の中でさらに
おおよそ4回。

120 はい。

121 แตไ่มว่า่อยา่งไร 彼どの音楽領域 
とする楽師であるのかには触れていない［日本語
で発話する］ ออื 
いずれも彼どのおん［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ 専門とする 
専門とする楽師［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ ก็ อมื かには 

あるのかには［日本語で発話する］ ออ๋ก็ไมไ่ดพ้ดู

 ก็น่าจะพดูถงึวา่ไมไ่ดพ้ดูถงึวา่เขา อมื 

専門［日本語で発話する］ วา่เขา อกี เรยีนเฉพาะ

ดา้นเครือ่งดนตรอีะไร

でも，どのようであっても，「彼どの音楽領域，とす
る楽師であるのかには触れていない」うーん。「い
ずれも彼どのおん」。［黙って読んでいる。］「専門
とする，専門とする楽師」。［黙って読んでいる。］
んー，うーむ。「かには，あるのかには」ああ，
んー，話していません。つまり，おそらく話している
のは話していないということ，彼が，うーん，「専
門」が彼，もまた，特別に学ぶ，何の楽器の側面。

122 p.13 新聞記者がヴァイオリンという西洋楽器をまだ認識していなかったことが
窺える。

新聞記者がヴァイオリンという 
していなかったことが が［日本語で発話する］ 
［スマートフォンに指で「窺」と書いて認識させ，「え
る」と打ち込んで「窺える」をJ-doradicで検索する
と，「うかがえる」という読みと，สัมผัสได ้

「触れられる」，รูส้กึได「้感じられる」，สังเกตได ้
「観察できる」という意味が得られた。］ 
うかがえる［日本語で発話する］ สัมผัสได ้รูส้กึได ้

สังเกตได ้していなかったことが 

という［日本語で発話する］ ออ๋

「新聞記者がヴァイオリンという，していなかったこ
とが，が」。［スマートフォンに指で「窺」と書いて認
識させ，「える」と打ち込んで「窺える」をJ-doradic
で検索すると，「うかがえる」という読みと，สัมผัส

ได「้触れられる」，รูส้กึได「้感じられる」，สังเกตได ้
「観察できる」という意味が得られた。］「うかがえ
る」触れられる，感じられる，観察できる，「してい
なかったことが，という」ああ。

123 ん？

124 ก็ ก็รูส้กึได ้ก็เลยท าใหรู้ว้า่แบบ เออ่ นักขา่ว

นักเขยีนหนังสอืพมิพข์องญีปุ่่ นก็ยงัไมไ่ด ้

［黙って読んでいる。］ ไมไ่ดรู้ส้กึวา่แบบวา่ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ คอืเครือ่งดนตรขีองตะวนัตกสัก

เทา่ไร แตว่า่เขาก็แคพ่ดูถงึวา่ คณุ 

レメンニー［タイ語的に発音する］ เป็น 
ヴァイ［タイ語発音で，「ヴァイオリン」と言いかけ
る］ นัก 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ชือ่ดังเฉย ๆ แตว่า่ก็ไมไ่ดแ้นะน าวา่
 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ เป็นยงัไงหรอืวา่ น่าสนใจยงัไง

んー，まあ感じられる。それで，知ることとなった。
なんか，えー，日本の新聞の記者，筆者はまだで
きません。［黙って読んでいる。］まだ感じられてい
ないのは，何というか，「ヴァイオリン」［タイ語にお
いて外来語に当たり，タイ語発音をする］，つま
り，西洋の楽器についてそれほどに。しかし，述べ
ているのはただ，「レメンニー」［タイ語的に発音す
る］さんが，「ヴァイ」［タイ語発音で，「ヴァイオリ
ン」と言いかける］，単に名前の知られた「ヴァイオ
リン」［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音
をする］奏者で，ですが，「ヴァイオリン」［タイ語に
おいて外来語に当たり，タイ語発音をする］につい
てはどんなものか紹介していません。どう面白い
のか。

125 はい。

126 p.13 翌明治20年(1887)になると，驚くことにいきなり「日本新製 バイオレン」と
いうフレーズが現われる。

อมื ［黙って読んでいる。］ ตอ่มาสมัย 

明治［日本語で発話する］ ทีย่ีส่บิ 
驚くことにいきなり フレーズ フレーズ 
［日本語で発話する］ フェース 
［「フレーズ」部分をタイ語発音したものだが，「phr
ase」と捉えたか「face」と捉えたかは分からない］
 ก็ม ีเออ่ เป็นเรือ่งทีน่่าตกใจมากเลยเพราะวา่อยู่ ๆ 

ก็ม ีเออ่ ค าพดูวา่ 
にほんしんせい［日本語で発話する］ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ทีผ่ลติทีญ่ีปุ่่ น ทีญ่ีปุ่่ นหรอืเปลา่ 
made in japan［英語で発話する］ 
にほんしんせい［日本語で発話する］ น่าจะเป็น

ของญีปุ่่ น

うーむ。［黙って読んでいる。］続いて，「明治」期
の20，「驚くことにいきなり，フレーズ，フレーズ」
「フェース」［「フレーズ」部分をタイ語発音したもの
だが，「phrase」と捉えたか「face」と捉えたかは分
からない］もあります。えーと，非常に驚くことで
す。急にあったからです。えー，話した言葉は，
「にほんしんせい」「ヴァイオリン」［タイ語において
外来語に当たり，タイ語発音をする］日本でつくら
れた「ヴァイオリン」［タイ語において外来語に当た
り，タイ語発音をする］。日本ででしょうか，「made 
in japan」［英語発話する］「にほんしんせい」おそ
らく日本のものです。

127 p.13 『聖上の新古美術会へ行幸あららせらるヽ御時入御の節還御の際(注16)
にも盲唖院教師及び生徒が洋楽を合奏する趣にて

せいじょう［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ โอ ้

漢字［日本語で発話する］ เยอะมาก ［笑う。］

「せいじょう」。［黙って読んでいる。］おー。「漢字」
がすごく多いです。［笑う。］

128 ［笑う。］

129 p.13 ・・(中略)・・京都私立唱歌会員の日本新製「バイオレン」と合奏する筈な
り・・(後略)』(注17)とはどのような状況であるのか判りにくい文章ではある
が，「日本新製バイオレン」というものが存在していたらしいことは読み取
ることができる。

อา่นตรงนี้ละกัน ออ้ ค านี้ยอ่อะไรสักอยา่ง

［「中略」の語を指さす］ ออ๋ คงยาวมาก ออ๋ น่าจะ

เป็นบทความของเขา 
にほんしんせい［日本語で発話する］ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ と合奏する［日本語で発話する］ 
ออื なり［日本語で発話する］ 
［スマートフォンに指で「筈」と書いて認識させJ-do
radicで検索すると，「はず」という読みが得られた
。］ はずる はずなり合奏する はず 
はず［日本語で発話する］ ม ี

漢字［日本語で発話する］ ดว้ย

このところを読むことにします。あー，この言葉は
何かを略しています［「中略」の語を指さす］。あ
あ，きっととても長くて，ああ，おそらく彼の記事で
す。「にほんしんせい」「ヴァイオリン」［タイ語にお
いて外来語に当たり，タイ語発音をする］「と合奏
する」うーん。「なり」。［スマートフォンに指で「筈」
と書いて認識させJ-doradicで検索すると，「はず」
という読みが得られた。］「はずる，はずなり合奏
する，はず，はず」「漢字」もありました。

130 んー［笑う］。

131 สมัยกอ่นม ี漢字［日本語で発話する］ ค าวา่ 

はず［日本語で発話する］ เหรอคะ ออื อาจจะ

เพราะวา่มาจากบทความสมัยกอ่น 

合奏するはずなり［日本語で発話する］ เออ่ 
とどのであるか にくい文章であるが［日本語で発
話する］

昔は「漢字」があったんですか，「はず」の言葉に。
うーん。たぶん昔の記事からきたからでしょう。「合
奏するはずなり」えー，「とどのであるか，にくい文
章であるが」。

132 ん。

133 にほん［日本語で発話する］ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ との存在していたら しいことを 
読み取ること［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ ออื ออื 
［黙って読んでいる。］ 
にほんしんせい［日本語で発話する］ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ と合奏［日本語で発話する］ เขา

เลน่ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ทีผ่ลติในญีปุ่่ นหรอืเปลา่ 
［黙って読んでいる。］ 
というものが存在していたらしい［日本語で発話す
る］ 
［スマートフォンに指で「判」と書いて認識させ，「る
」と打ち込んで「判る」をJ-doradicで検索すると，「
わかる」という読みが得られた。］ อะ๊

「にほん」「ヴァイオリン」［タイ語において外来語
に当たり，タイ語発音をする］「との存在していた
ら，しいことを，読み取ること」。［黙って読んでい
る。］うーん，うーん。［黙って読んでいる。］「にほ
んしんせい」「ヴァイオリン」［タイ語において外来
語に当たり，タイ語発音をする］「と合奏」彼が日
本でつくられた「ヴァイオリン」［タイ語において外
来語に当たり，タイ語発音をする］を演奏したので
しょうか。［黙って読んでいる。］「というものが存在
していたらしい」。［スマートフォンに指で「判」と書
いて認識させ，「る」と打ち込んで「判る」をJ-
doradicで検索すると，「わかる」という読みが得ら
れた。］あ。

134 うん。

135 わかる わかりにくい わかりにくい文章であるが
 
にほんしんせいというものがそ［日本語で発話す
る］ ก็มกีาร ก็มสี ิง่ทีเ่รยีกวา่ 
にほんしんせい［日本語で発話する］ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ก็น่าจะเป็น 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ทีผ่ลติในญีปุ่่ น

「わかる，わかりにくい，わかりにくい文章である
が，にほんしんせいというものがそ」んーことがあ
る，「にほんしんせい」「ヴァイオリン」［タイ語にお
いて外来語に当たり，タイ語発音をする］と呼ぶも
のがある。んーおそらくは，日本でつくられた「ヴァ
イオリン」［タイ語において外来語に当たり，タイ語
発音をする］。

136 うーん。

137 p.13 この楽器の実態は，数ヶ月後に出た記事によって解明される。 この楽器の実態 解明される 
解明［日本語で発話する］ ［笑う。］ 
漢字［日本語で発話する］ งา่ยแตว่า่ ［笑う。］

「この楽器の実態，解明される，解明」。［笑う。］
「漢字」やさしいんですが。［笑う。］

138 ［笑う。］

139 ［スマートフォンに「かいめい」と打ち込んで「解明」
に変換し，J-doradicで検索すると，「かいめい」と
いう読みと，การอธบิายใหแ้จ่มแจง้
「明確にする説明」という意味が得られた。］ 
解明［日本語で発話する］ อธบิายใหแ้จ่มแจง้ เออ่ 

เครือ่งดนตรนีี้ก็ถูกอธบิายใหแ้จ่มแจง้เป็น

หนังสอืพมิพห์ลังจาก หลังจากไมก่ีเ่ดอืนถัดมา

［スマートフォンに「かいめい」と打ち込んで「解明」
に変換し，J-doradicで検索すると，「かいめい」と
いう読みと，การอธบิายใหแ้จ่มแจง้
「明確にする説明」という意味が得られた。］「解
明」明確にする説明，えー，のちにこの楽器は新
聞で明確に説明された，数か月も経っていないの
ちに。



140 p.13 それは見出しをずばり「Violin」とする紹介記事で，当時のヴァイオリンへ
の意識・状況などがよくわかるので少し長いが全文を挙げる。

それは見出しをずばり ずばり 
ずばり［日本語で発話する］ 
［スマートフォンに「ずばり」と打ち込んでJ-doradic
で検索すると，อยา่งเด็ดขาด「絶対に」，อยา่ง

ชดัเจน「はっきりと」という意味が得られた。］ 

อยา่งเด็ดขาด อยา่งชดัเจน ออ้ เขาก็พดูถงึวา่ ตัง้แต่

เหตกุารณ์ขา้งบนที ่漢字［日本語で発話する］ 

เยอะ ๆ ก็บอกวา่เขาก็เริม่เห็นถงึวา่ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ นัน้ม ีเป็นทีผ่ลติในญีปุ่่ นก็มคีน เออ่

「それは見出しをずばり，ずばり，ずばり」。［スマ
ートフォンに「ずばり」と打ち込んでJ-doradicで検
索すると，อยา่งเด็ดขาด「絶対に」，อยา่งชดัเจน
「はっきりと」という意味が得られた。］絶対に，
はっきりと，おお。話しているのは，上の「漢字」が
たくさんの状況から，述べているのは，その「ヴァ
イオリン」［タイ語において外来語に当たり，タイ語
発音をする］見かけるようになったのも，日本でつ
くられた，人もいます，えーと。

141 うん。

142 สังเกตอะไรแบบนี้ก็น่าจะ ก็เลยถูกตพีมิพใ์น

หนังสอืพมิพป์ระมาณวา่แนะน าใหรู้จั้กกับเครือ่ง

ดนตร ีก็มบีทความทีแ่นะน า 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ออกมาเกีย่วกับ ก็คอืเป็นบทความ

ทีแ่นะน า 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ โดยตรงอยา่งชดัเจน

このようなことを観察して，おそらく，それで，新聞
の中にタイプされたことはおおよそは楽器を知る
ように紹介し，まあ，「ヴァイオリン」［タイ語におい
て外来語に当たり，タイ語発音をする］の紹介記
事があります。関して出ました，つまり，「ヴァイオ
リン」［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音
をする］を紹介する記事が，直接にはっきりと。

143 うーん。

144 当時の［日本語で発話する］ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ への意識 状況などがよくわかる
 ので 当時の［日本語で発話する］ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ への状況［日本語で発話する］ 
เขาก็ยกตัวอยา่งบทความทีค่อ่นขา้งยาว 

当時［日本語で発話する］ เออ่ เวลาม ีออ๋ 

เพราะวา่ตอนนี้เราก็คงรูห้มดแลว้แตว่า่ เขาก็เลย

ลองยกตัวอยา่งบทความ ใหเ้รารูว้า่สมัยกอ่นแลว้

เขาแนะน า 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ อยา่งไร ก็ ก็พดูถงึ ถงึ ๆ ถงึ ๆ

「当時の」「ヴァイオリン」［タイ語において外来語
に当たり，タイ語発音をする］「への意識，状況な
どがよくわかる，ので，当時の」「ヴァイオリン」［タ
イ語において外来語に当たり，タイ語発音をする
「への状況」彼はかなり長い記事の例を挙げまし
た。「当時」えー，ときあります，ああ，今は私たち
はきっと全て知っていますが，彼はそれで，記事
の例を挙げてみます。私たちが昔を知れるように
「ヴァイオリン」［タイ語において外来語に当たり，
タイ語発音をする］がどのようなものか紹介しま
す。んー，まあについて話します，についてについ
て，についてについて。

145 ［笑う。］

146 p.13 『欧州にて用ゆる所の音曲器中に「ヴワイオリン」と唱ふるものあり其形ち
唐団扇(注18)に類しまた月琴(注19)に似たる四絃弾(注20)

เยอะมากเลย มแีต ่漢字［日本語で発話する］ ทีดู่

แลว้ ［笑う］ อันนี้น่าจะเป็นชือ่เมอืง

［「欧州」の漢字を指さす］ เหมอืนเจอใน 

九州［タイ語的に発音する］ อะไรแบบนี้แตอ่ัน

ขา้งหนา้อา่นไมอ่อกไมเ่ป็นไร

とてもたくさんですね，見た限り「漢字」ばかりあり
ます［笑う］。これはおそらく町の名前です［「欧州」
の漢字を指さす］。「九州」［タイ語的に発音する］
の中に見られるような何かそのような。ですが，前
の方のは読めませんが気にしません。

147 関西に関係しているのでしょうか。

148 อะไรนะคะ なんですか。

149 勘で言うとして，関西に関係しているんでしょうか
［笑う］。

150 อมื ［笑う。］ うーん。［笑う。］

151 九州のほうが良いですね。いやいや，気にしない
でください［笑う］。

152 ไมท่ราบเลยคะ่ 全然分かりません。

153 日本の中なんですよね，おそらく。

154 ในญีปุ่่ นแน่ ๆ คะ่ ［笑う。］ ตอ้งเป็นในญีปุ่่ น 確実に日本の中です。［笑う。］日本の中でなけれ
ばなりません。

155 はい。

156 ［黙って読んでいる。］ の［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ อมื 

似たる［日本語で発話する］ เหมอืนเครือ่งดนตรี

อะไรสักอยา่งหรอืเปลา่ อันนี้คอื 
琴［タイ語的に発音する］［漢字「琴」のこと］

［黙って読んでいる。］「の」。［黙って読んでいる。］
うーん。「似たる」楽器のような何らかのものでしょ
うか。これは，「琴」［タイ語的に発音する］［漢字
「琴」のこと］。

157 うん。

158 แตว่า่ไมใ่ชแ่ค่ 琴［タイ語的に発音する］ แตเ่ป็น 

琴［タイ語的に発音する］ ทีม่ดีวงจันทรข์า้งหนา้

ดว้ย น่าจะเป็น 琴［タイ語的に発音する］ ที ่เป็น

ประเภทของ 琴［タイ語的に発音する］ ชนดิหนึง่

หรอืเปลา่ อาจจะเหมอืนเครือ่งดนตรอีะไรสักอยา่ง 

ออื เขาก็คงแนะน า 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ แลว้ก็แนะน าไปเรือ่ย ๆ 

［黙って読んでいる。］ เอาเป็นวา่มาถงึตรงนี้
［ここまでのところを読み終えたことにする，という
意味］

ですが，「琴」［タイ語的に発音する］だけではあり
ません。でも，前に月がある「琴」［タイ語的に発音
する］です。おそらく「琴」［タイ語的に発音する］で
しょう。「琴」［タイ語的に発音する］の種類，一種で
しょうか。たぶん何らかの楽器のようです。うー
ん。きっと「ヴァイオリン」［タイ語において外来語
に当たり，タイ語発音をする］を紹介して，それか
ら，徐々に紹介していく。［黙って読んでいる。］つ
まり，このところまで来ました［ここまでのところを
読み終えたことにする，という意味］。

159 ええ［笑う］，気にせずに。

160 p.13 工夫を凝し調製したるは殆んど真正の「ヴワイオリン」と異ならず能く発音
するを以て遂に之れを用いて盲生の伝習用器となし昨今頻りに勉強中な
りといふ(注21)』というものである。

［笑う。］ と異ならず 
異ならず［日本語で発話する］ ออื ออื 

［黙って読んでいる。］ ออื เขายกตัวอยา่งบทความ

มา ซึง่มันเป็นของสมัยกอ่นก็ดนู่าจะใชภ้าษาที่

คอ่นขา้งเป็นสมัยกอ่น

［笑う。］「と異ならず，異ならず」うーん，うーん。
［黙って読んでいる。］うーん，記事の例を挙げて
きています，それは昔のもので，見るところかなり
昔の言葉を使っています。

161 ふーん。

162 といふ［日本語で発話する］ อันนี้ก็น่าจะสมัยกอ่น

เป็น เพราะฉะนัน้น่าจะอา่น ไมน่่าจะเขา้ใจมาก ขา้ม

มาอา่นตรงขา้งลา่งแลว้กัน

「といふ」これはおそらく昔は，そのためおそらく読
んで，よく分かりそうにはありません。下の部分に
飛んで読むことにしましょう。

163 はい。

164 p.13 「(京都)盲唖院」という共通項から， อือ๋ 院というつう 共通項から 

院と［日本語で発話する］ อา่ ชือ่คน ตอ้งเป็นชือ่

คนอะไรสักอยา่ง ถา้อา่นยากขนาดนี้แลว้ตัวยาว ๆ

うー，「院というつう，共通項から，院と」あー，人
の名前，何とかという人の名前のはずです。これ
ほど読みにくくて長い字であれば。

165 ふーん。

166 p.13 文中にある福井吉之助と小笹長兵衛が作ったものが前出の「日本新製バ
イオレン」であると考えられる。

が作った［日本語で発話する］ อา่นี่ก็คอืคนทีท่ า 

ซึง่ชือ่อะไรสักอยา่ง 福井［日本語で発話する］ กับ

 こ なか［「小笹」を読み上げようとした］ ไม ่สอง

คนนี้ ［笑う］

「が作った」あー，これはつまり，作った人。つま
り，なんとかと言う名前。「福井」と「こ，なか［「小
笹」を読み上げようとした］」，じゃない。この2人
［笑う］。

167 はい。

168 作ったものが 前出の［日本語で発話する］ ออ๋ ก็

น่าจะเป็นคนทีท่ า 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ทีผ่ลติในญีปุ่่ น

「作ったものが，前出の」ああ，つまり，おそらく日
本において「ヴァイオリン」［タイ語において外来語
に当たり，タイ語発音をする］をつくった人です。

169 協力してですか。2人が協力してつくったのでしょう
か。

170 น่าจะท าดว้ยกันนะคะ おそらく一緒にですね。

171 ああ，はい。

172 p.13 さらに，この記事は当時の日本人が(少なくとも当時の京都の人たちが)
ヴァイオリンという楽器をほとんど知らなかったことも伝えてくれる。

นอกจากนี้ この 記事は当時の日本人が 
少なくとも当時の京都の人たちが［日本語で発話
する］ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ という楽器［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ ออื

このほかに，「この，記事は当時の日本人が，少
なくとも当時の京都の人たちが」「ヴァイオリン」［タ
イ語において外来語に当たり，タイ語発音をする］
「という楽器」。［黙って読んでいる。］うーん。



173 うん。

174 เขาบอกวา่นอกจากนี้บทความในตอนนัน้ เออ 

บทความนี้ก็คอืตอนนัน้คนญีปุ่่ นก็ยงัไมค่อ่ยรูจั้ก 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ กันเทา่ไร 
なかったことも伝えてくれる［日本語で発話する］ 
ออื ออ๋ ก็คอืบทความนี้ชว่ยใหค้นญีปุ่่ น ทีไ่มค่อ่ยรูจั้ก

เครือ่งดนตรนีี้ น่าจะเขาเรยีกวา่อะไร อา่ บอก สือ่ให ้

คน ท าใหค้นทีไ่มค่อ่ยรูจั้กไดม้าอา่นนี่ก็น่าจะรูจั้ก

มากขึน้อะไรแบบนี้

述べているのは，このほかに当時の記事では，
えー，この記事はつまり，当時日本人はまだあま
り，たいして「ヴァイオリン」［タイ語において外来
語に当たり，タイ語発音をする］を知らなかった。
「なかったことも伝えてくれる」うーん。ああ，つま
り，この記事は日本人，この楽器をあまり知らな
い，を助けました，おそらく何かと呼びます。あー，
述べます，人に対して，あまり知ってこなかった人
がこれを読んで，おそらくより知るようになったとか
そんなところです。

175 うーん。

176 p.13 また，同記事が出た翌月には『今度京都府学務課にては「ビオロンセロ」
(注22)「ヴワイオリン」の二楽器を購入し高等女学校へ備付らるヽよし抑も
此「ビオロンセロ」といへるは「ヴワイオリン」の小なるものにして・・(注23)』
という記事が掲載されている。

またどうじきが出た［日本語で発話する］ หลังจาก

เดอืนถัดมาทีบ่ทความนี้ออกไป てビオロンセロ 
ビオロンセロ［日本語で発話する］ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ の［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ 
という記事が［日本語で発話する］ ก็มบีทความ 

บทความ ก็มบีทความอันนี้อกี เกีย่วกับอะไรนา้ 

น่าจะประมาณวา่โรงเรยีน หญงิม.ปลายซือ้เครือ่ง

ดนตร ีビオロンセロ［日本語で発話する］ กับ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］

「またどうじきが出た」この記事が出た次の月が来
たあとで，「てビオロンセロ，ビオロンセロ」「ヴァイ
オリン」［タイ語において外来語に当たり，タイ語発
音をする］「の」。［黙って読んでいる。］「という記
事が」んー記事があります。記事，まあこの記事
がさらにあります。何に関してでしょうねえ。おそら
くだいたいのところ女子，校，高校が楽器を買いま
した。「ビオロンセロ」と「ヴァイオリン」［タイ語にお
いて外来語に当たり，タイ語発音をする］。

177 ビオロンセロ。

178 อมื น่าจะเป็นเครือ่งดนตรอีะไรสักอยา่งของ

ตะวนัตกแหละมัง้คะ ［黙って読んでいる。］ 

といへるは［日本語で発話する］ อันนี้คงเป็นภาษา

เกา่ ［笑う。］

うーん。おそらく何らかの西洋の楽器ですよ，じゃ
ないですか。［黙って読んでいる。］「といへるは」こ
れはきっと古い言葉です。［笑う。］

179 ［笑う。］

180 อา่ น่าจะประมาณวา่ ビオロ 

ビオロンセロ［日本語で発話する］ น่าจะเป็น 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ทีม่ขีนาดเล็กกวา่

あー，おそらくだいたいのところは，「ビオロ，ビオ
ロンセロ」おそらく小さめの大きさをした「ヴァイオ
リン」［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音
をする］です。

181 ああ。

182 ちいさ ちいさなるものにして［日本語で発話する］
 อะไรประมาณนี้ ซึง่ก็แปลวา่ ก็แปลวา่ เออ่ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ เริม่เป็นทีรู่จั้กมากขึน้ แตก็่ไมใ่ชแ่ค่
 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ก็มเีครือ่งดนตรทีีช่ ือ่ 

ビオロンセロ［日本語で発話する］ ดว้ย แตว่า่ก็

คลา้ย ๆ กับ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ เครือ่งดนตรทีีค่ลา้ย ๆ  
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ น่าจะเริม่ไดรั้บความรูจั้กมากขึน้

「ちいさ，ちいさなるものにして」何かこんなところ，
つまり，まあ訳すと，えー，「ヴァイオリン」［タイ語
において外来語に当たり，タイ語発音をする］は知
られるようになり始めました。しかし，「ヴァイオリ
ン」［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音
をする］だけではなく，「ビオロンセロ」という楽器も
あります。ですが，「ヴァイオリン」［タイ語において
外来語に当たり，タイ語発音をする］とよく似てい
ます。「ヴァイオリン」［タイ語において外来語に当
たり，タイ語発音をする］によく似た楽器です。お
そらくもっと知られるようになり始めました。

183 pp.13-14 ヴァイオリンとチェロを取り違えているあたりは，やはり，この2つの楽器を
知らないで書いたものであることがわかる。

อมื とチェロを取り違えている 
やはりこのふたつの楽器を知らないで書いたもの
 であることがわかる［日本語で発話する］ ออื 
楽器を知らない［日本語で発話する］ ヴァイオリン
［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音をす
る］ とチェロ取り違える 違える［日本語で発話す
る］

うーむ。「とチェロを取り違えている，やはりこのふ
たつの楽器を知らないで書いたもの，であることが
わかる」うーん，「楽器を知らない」「ヴァイオリン」
［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音をす
る］「とチェロ取り違える，違える」。

184 うん。

185 ［スマートフォンに「ちがえる」と打ち込んで「違える
」に変換し，J-doradicで検索すると，「ちがえる」と
いう読みと，เขา้ใจผดิ

「誤解する」という意味が得られた。］ เขา้ใจผดิ 

เขา้ใจผดิ อา่ ก็คอืเครือ่งดนตร ี
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ กับ 
チェロ［タイ語において外来語に当たり，タイ語発
音をする］ น่าจะคอ่นขา้ง เออ่ มกีารสับสน 

เพราะวา่มันคลา้ย ๆ กันอยูเ่หมอืนกันหรอืเปลา่ 
楽器を知らないで書いたもの であることがわかる
 書いたものである でわたり［日本語で発話する］
 น่าจะประมาณวา่ทัง้สองอันน่าจะ น่าจะมคีนทีแ่บบ

วา่ไมรู่ ้

［スマートフォンに「ちがえる」と打ち込んで「違える
」に変換し，J-doradicで検索すると，「ちがえる」と
いう読みと，เขา้ใจผดิ
「誤解する」という意味が得られた。］誤解する，誤
解する。あー，要するに楽器の「ヴァイオリン」［タ
イ語において外来語に当たり，タイ語発音をする］
と「チェロ」［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］がおそらくかなり，えー，混乱が
あって，似ていて同じようだから，でしょうか。「楽
器を知らないで書いたもの，であることがわかる，
書いたものである，でわたり」おそらくだいたいの
ところ，2つとも，おそらく知らないような人がいまし
た。

186 うーむ。

187 ความแตกตา่งของสองอันนี้ หรอืเปลา่นะ この2つの違いを，でしょうか。

188 p.14 外国の物を取り入れる場合，輸入品によってある程度そのものを認知し
た後に，国産品の製作を始めるというのが一般的な順序だと思うが，ここ
では“ヴァイオリンを知ること”と“ヴァイオリンを作ること”がほぼ同時進行
という現象が起きている。

物を取り入れる場合［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ 程度のものをにん 
にんしたあとに 始めるというのが 
一般的な順序だと思うが 
知ることヴァイオリンを作る［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ อมื พดูถงึชาวตา่งชาต ิ

外国の［日本語で発話する］ เอย้ ไมใ่ช ่

外国の物を取り入れる［日本語で発話する］ ใน

กรณีทีเ่อา ของจากตา่งประเทศเขา้มา 
によってある程度 製作の［日本語で発話する］

「物を取り入れる場合」。［黙って読んでいる。］「程
度のものをにん，にんしたあとに，始めるというの
が，一般的な順序だと思うが，知ることヴァイオリ
ンを作る」。［黙って読んでいる。］うーむ。外国人
について話しています。「外国の」いや，違いま
す。「外国の物を取り入れる」とる場合に，外国か
ら入ってきた物「によってある程度，製作の」。

189 うん。

190 ［黙って読んでいる。］同時進行という現象［日本
語で発話する］ มปีรากฏการณ์ ทีเ่ป็น เออ่ 
同時進行 進行同時進行 
同時［日本語で発話する］ ชว่งเดยีวกัน 進行 

進行［日本語で発話する］ พัฒนา แตภ่าษาไทยก็

คอื 進行［日本語で発話する］ 
［スマートフォンに「しんこう」と打ち込んで「進行」
に変換し，J-doradicで検索すると，「しんこう」とい
う読みと，ความกา้วหนา้
「前に進むこと」という意味が得られた。］ 
ความกา้วหนา้

［黙って読んでいる。］「同時進行という現象」現象
があります。という，えー，「同時進行，進行同時
進行，同時」ときを同じくして，「進行，進行」発展。
ですが，タイ語はというと，「進行」。［スマートフォ
ンに「しんこう」と打ち込んで「進行」に変換し，J-d
oradicで検索すると，「しんこう」という読みと，
ความกา้วหนา้
「前に進むこと」という意味が得られた。］前に進む
こと。

191 うん。

192 ほぼ同時 進行［日本語で発話する］ ออ๋ อะไรสัก

อยา่งแลว้ก็เขาบอกวา่ เออ่ ความคบืหนา้ในการที่

คนญีปุ่่ นจะรูจั้ก 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ กับ ทีท่ า 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］

「ほぼ同時，進行」ああ，なんらかの。それから，
述べているのは，えー，日本人が知るところの
「ヴァイオリン」［タイ語において外来語に当たり，
タイ語発音をする］の進歩と，「ヴァイオリン」［タイ
語において外来語に当たり，タイ語発音をする］を
つくること，

193 んー。

194 คอ่นขา้งไปพรอ้ม ๆ กัน かなり一緒に進みました。

195 うーん。



196 p.14 これは明治期の人たちが西洋文化・文明の摂取に，いかに積極的であっ
たかを示す一例であろう。

ออื ［黙って読んでいる。］ 
いかに積極的であったが 
いかに［日本語で発話する］ 
［スマートフォンに「いかに」と打ち込んでJ-doradic
で検索すると，「しんこう」という読みと，อยา่งไร

「どのように」，ท าอยา่งไร「どのようにする」，

ท าไม「どうして」，เพราะอะไร

「なぜ」と表示された。］ หอื อยา่งไรท าอยา่งไร

ท าไมเพราะอะไร 
いかに積極的で［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ これは明治期の人たちが
 さいよう文化 さいしゅ 文明［日本語で発話する］
 น่าจะเป็นการ รับ วฒันธรรมตะวนัตก ในของคน

ในชว่งยคุ 明治［日本語で発話する］ ก็คอืเดีย๋ว

เขาจะพดูตอ่หรอืวา่อะไรสักอยา่ง เขาชีใ้หเ้ห็น 

ชีใ้หเ้ห็นถงึวา่คนในชว่งนัน้รับ อา่ รับอารยธรรม รับ

วฒันธรรมตะวนัตกเขา้มา

うーん。［黙って読んでいる。］「いかに積極的であ
ったが，いかに」。［スマートフォンに「いかに」と打
ち込んでJ-doradicで検索すると，「しんこう」という
読みと，อยา่งไร「どのように」，ท าอยา่งไร

「どのようにする」，ท าไม「どうして」，เพราะอะไร
「なぜ」と表示された。］ふー。どのように，どのよう
にする，どうして，なぜ。「いかに積極的で」。［黙っ
て読んでいる。］「これは明治期の人たちが，さい
よう文化，さいしゅ，文明」おそらく受ける，こと，西
洋文化。「明治」期の人の，というのはちょっと話し
続けているのかあるいはなにか，指し示していま
す。その時期の人が受けていたことを指し示して
います。あー，文明を受容する，入ってきた西洋
の文化を受容します。

197 うーん。

198 ［黙って読んでいる。］ จาก อะไรสักอยา่ง ［黙って読んでいる。］何らか，から。

199 p.14 明治20年に「日本新製 バイオレン」を生み出した京都の福井・小笹両氏
の取組みは，関西でのヴァイオリン製作の最初である。

明治20年に 
生み出した京都［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ 製作の最初［日本語で発話する］
 ［黙って読んでいる。］ เป็นครัง้แรกทีเ่ร ิม่ท า 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ที ่関西［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ 
生み出した京都の福井［日本語で発話する］ ออ๋ 

อันนี้เป็นชือ่คน คณุอะไรสักอยา่ง ออ้ คณุทีเ่มือ่กี้

อา่นไปแลว้ก็คอืคณุ 福井［日本語で発話する］ กับ

 く［日本語で発話する］ อะไรสักอยา่ง

「明治20年に，生み出した京都」。［黙って読んで
いる。］「ヴァイオリン」［タイ語において外来語に
当たり，タイ語発音をする］「製作の最初」。［黙っ
て読んでいる。］「ヴァイオリン」［タイ語において外
来語に当たり，タイ語発音をする］を「関西」でつく
り始めたのは初めてです。［黙って読んでいる。］
「生み出した京都の福井」ああ，これは人の名前
です。なんとかさん。ああ，さっき読んできた人，つ
まり，「福井」さんと，「く」なんとかさん。

200 うん。

201 เขาเริม่ท า 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ที ่関西［日本語で発話する］ เป็น

ครัง้แรก

彼らは「ヴァイオリン」［タイ語において外来語に当
たり，タイ語発音をする］を「関西」で初めてつくり
始めました。

202 んー。

203 ［黙って読んでいる。］ ใน ［黙って読んでいる。］内。

204 そういうことなら，関西ではないところでもつくって
いてもいい，ということですよね。関西では初めて
だけど，関東で先につくっていてもいい，とか。

205 เอะ๊ อือ๋ เป็นไปได ้ไมแ่น่ใจวา่ภาคอืน่ท าหรอืยงัแต่

วา่เขาพดูถงึ 関西［日本語で発話する］ อยา่งเดยีว

え，うーう，あり得ます。ほかの地域でつくっていた
かまだかははっきりしませんが「関西」1箇所につ
いてだけ話しています。

206 ああ，そうですか，はい。

207 แตว่า่ครัง้แรกของทีเ่ขาสรา้งทีญ่ีปุ่่ น

［「日本新製」部分への言及］ ก็คอืในชว่งปีทีย่ีส่บิ 

ปี 明治［日本語で発話する］ ทีย่ีส่บิ

ですが，はじめのもの日本で生産された［「日本新
製」部分への言及］。つまり，20年の時期に，「明
治」20年。

208 うーん。はい。

209 p.14 日本全体では，明治13年(1880)頃から幾人かの人が製作に挑戦してい
る。

［黙って読んでいる。］ ออื ท่ัวญีปุ่่ น 

［黙って読んでいる。］ ออื แตเ่ขา ตอ่มาเขาก็บอก

วา่ แตว่า่ท่ัวญีปุ่่ นนี่น่าจะเริม่ท าตัง้แตช่ว่งปีทีส่บิสาม

 แปลวา่น่าจะมทีีอ่ ื่น่น่าจะเริม่ท ากอ่นที ่

関西［日本語で発話する］ แตว่า่ 

関西［日本語で発話する］ เริม่ปีทีย่ ีส่บิ

［黙って読んでいる。］うーん，日本中。［黙って読
んでいる。］うー，でも，これ，続けて述べているの
は，でも，この日本中でおそらくつくり始めました，
13年の時期から。訳すとおそらくほかのところがあ
ります。おそらく「関西」の前につくり始めました。
ですが，「関西」は20年に始めました。

210 ふーん。

211 อมื แตเ่ขาบอกวา่ 挑戦してる［日本語で発話する］

 ไมรู่ว้า่ส าเร็จไหมแตก็่อาจจะส าเร็จก็ได ้แตก็่น่าจะ

ส าเร็จ

うーむ。でも，述べているのは，「挑戦してる」分か
らないのは，成功しているか。でも，まあきっと成
功してても良いです。でも，まあおそらく成功してま
す。

212 うん。

213 เพราะวา่มันตัง้หลายปี ตัง้แตปี่สบิสาม 何年も前からですから，13年以来。

214 p.14 しかし，試作品の段階に止まらず，製品化して流通・販売するまでに発展
させたのは，ごく少数の人たちである。

しかし けん作品のだんに止まらず 
製品化して流通販売するまでさせたのはごく［日
本語で発話する］ ออ๋ ก็คอืคนที ่

ごく［日本語で発話する］ ออ๋ ก็คอืใหล้องท าแตว่า่

คนทีท่ าส าเร็จมนีอ้ยมาก

「しかし，けん作品のだんに止まらず，製品化して
流通販売するまでさせたのはごく」ああ。つまり，
の人，「ごく」ああ，つまり，つくってみさせた，で
も，つくり終えた人はごくわずかしかいません。

215 ふーん。

216 p.14 その中で，名古屋の鈴木政吉(注24)が突出した存在で，後に日本を代表
するヴァイオリン・メーカーとなる。

その中で名古屋の鈴木 だした存在で 
あとににほんを［日本語で発話する］ แลว้ก็ใน

บรรดาคนทีท่ าส าเร็จนัน้ก็จะมคีนทีช่ ือ่ 鈴木 

さん［タイ語的に発音する］ ทีเ่ขา กลายมาเป็นนัก

ท า 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ทีเ่ป็นตัวแทนของญีปุ่่ นในภายหลัง

「その中で名古屋の鈴木，だした存在で，あとにに
ほんを」それから，そのつくり終えた人の中に鈴
木，「さん」［タイ語的に発音する］という名前の人
がいました。彼は，後に日本の代表となる，「ヴァ
イオリン」［タイ語において外来語に当たり，タイ語
発音をする］制作者になりました，

217 p.14 この鈴木製ヴァイオリンの出現が，明治期のヴァイオリン流行を推進する
大きな要素となったと考えられる。

ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ の出現のが 
明治期のヴァイオリン流行を推進［日本語で発話
する］ ก็ 鈴木製［日本語で発話する］ ผลติภัณฑ์

ของ 鈴木［タイ語的に発音する］ เออ่ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ยีห่อ้ 鈴木［タイ語的に発音する］

 นี้นี่เองก็คอื

「ヴァイオリン」［タイ語において外来語に当たり，
タイ語発音をする］「の出現のが，明治期のヴァイ
オリン流行を推進」んー，「鈴木製」「鈴木」［タイ語
的に発音する］の製品，えー，この「鈴木」［タイ語
的に発音する］ブランドの「ヴァイオリン」［タイ語に
おいて外来語に当たり，タイ語発音をする］です。
つまり，

218 うん。

219 คอ่นขา้งจะ 

boom［タイ語において外来語に当たる］ คอ่นขา้ง

ทีจ่ะแบบวา่ ［黙って読んでいる。］ เออ่ มบีทบาท 

เออ่ มชีือ่เสยีง

かなり「boom」［タイ語において外来語に当たる］。
かなり，なんというか。［黙って読んでいる。］
えー，役割があります，えー，有名です。

220 うーむ。

221 ก็คอื ［黙って読んでいる。］ เป็นทีน่ยิมในสมัย 
明治［日本語で発話する］

要するに。［黙って読んでいる。］「明治」時代にお
いて好まれていました，

222 はい。

223 มาก ๆ เหมอืนกัน เพราะวา่ เออ่ ไมใ่ช ่คนทีช่ ือ่ 

鈴木［タイ語的に発音する］ เนี่ยเขาเป็น 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ 
maker［タイ語において外来語に当たり，タイ語発
音をする］ ซึง่ตอ่มาเขาก็เป็นตัวแทนของญีปุ่่ นเลย

とっても，同じように。というのは，えー，違う，「鈴
木」［タイ語的に発音する］という名前の人はです
ね，彼は「ヴァイオリン」［タイ語において外来語に
当たり，タイ語発音をする］「maker」［タイ語におい
て外来語に当たり，タイ語発音をする］つまり，そ
の後彼は日本の代表になりました。

224 んー。



225 อมื つうしん すいしん［日本語で発話する］ 
［スマートフォンに「すいしん」と打ち込んで「推進」
に変換し，J-doradicで検索すると，「すいしん」と
いう読みと，การสนับสนุน

「支持すること」という意味が得られた。］ เบกิทาง

อะไร สนับสนุน ออ๋ 
推進する大きな要素［日本語で発話する］ 
องคป์ระกอบหรอืเปลา่ 
［スマートフォンに「ようそ」と打ち込んで「要素」に
変換し，J-doradicで検索すると，「ようそ」という読
みと，องคป์ระกอบ

「要素」という意味が得られた。］ องคป์ระกอบ 

เป็นสาเหตใุหญ ่ๆ ทีท่ าให ้
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ แพร่หลายในสมัย 

明治［日本語で発話する］ คะ่ อมื ก็มาจากคณุ 

鈴木［タイ語的に発音する］ นี่เอง

うーむ。「つうしん，すいしん」。［スマートフォンに「
すいしん」と打ち込んで「推進」に変換し，J-doradi
cで検索すると，「推進」という読みと，การ

สนับสนุน
「支持すること」という意味が得られた。］何の道を
開いた，指示する，ああ。「推進する大きな要素」
。
要素でしょうか。［スマートフォンに「ようそ」と打ち
込んで「要素」に変換し，J-doradicで検索すると，
「ようそ」という読みと，องคป์ระกอบ
「要素」という意味が得られた。］要素，大きな原因
です。「ヴァイオリン」［タイ語において外来語に当
たり，タイ語発音をする］を「明治」時代に広めまし
た。うーん。まあまさに「鈴木」［タイ語的に発音す
る］さんからです。

226 ［笑う。］

227 ［黙って読んでいる。］ ［黙って読んでいる。］

228 休む，休みましょうか。［笑う。］

229 ［笑う。］ พัก พักกอ่นก็ไดค้ะ่ ［笑う。］休む，まずは休んでもいいですね。

230 休んでもいい。

231 しばらく休憩したのち，再開。

232 はい。どうぞ。

233 p.14 3 たくさんあったviolinのカタカナ表記 たくさんあった［日本語で発話する］ violin［タイ語
において外来語に当たり，タイ語発音をする］ の
カタカナ 表記［日本語で発話する］

「たくさんあった」「violin」［タイ語において外来語
に当たり，タイ語発音をする］「のカタカナ，表記」。

234 うーん。

235 ก็ 
violin［タイ語において外来語に当たり，タイ語発
音をする］ น่าจะมวีธิเีขยีน 

カタカナ［日本語で発話する］ หลายแบบ 

เพราะวา่ญีปุ่่ นน่าจะไมม่เีสยีงตัว 
vi［タイ語には「v」音がなく，「wi」と発音した］

んー，「violin」［タイ語において外来語に当たり，タ
イ語発音をする］おそらく「カタカナ」で書く方法は
多くの様式があります。それは日本語はおそらくvi
［タイ語には「v」音がなく，「wi」と発音した］の音の
字がないからです。

236 おお。

237 อมื แตถ่า้มหีลายแบบก็ไมน่่าจะใชแ่คต่ัว 
vi［タイ語には「v」音がなく，「wi」と発音した］

うーん。ですが，もし多くの様式なら，vi［タイ語に
は「v」音がなく，「wi」と発音した］の字だけではあ
りそうにありません。

238 うーん。

239 p.14 明治期に日本に受け入れられた西洋楽器の名称は，2種類ある。 明治期ににほんに受け入れる 
名称は［日本語で発話する］ เออ่ ชือ่เครือ่งดนตรี

ตะวนัตกทีค่นญีปุ่่ นรับมาในชว่ง 

明治［日本語で発話する］ มสีองชนดิ

「明治期ににほんに受け入れる，名称は」えー，
「明治」期に日本人が西洋から受け入れた楽器の
名前は2種類あります。

240 ふーん。

241 p.14 外来語として音をそのままカタカナで表記するもの(例えばピアノ)と，訳語
として漢字に置き換えて表記するもの(例えば洋琴)である。

がいらいとしておとを 
そのままか［日本語で発話する］ อือ๋ ก็คอืออก

เสยีง ก็เขยีน カタカナ［日本語で発話する］ 

［黙って読んでいる。］ ตาม ก็เขยีนดว้ย 

カタカナ［日本語で発話する］ ตามทีอ่อกเสยีงใน

ภาษา ตา่งประเทศ อยา่งเชน่ 
ピアノ［タイ語において外来語に当たり，タイ語発
音をする］

「がいらいとしておとを，そのままか」うーう，つま
り，発音する。んー，「カタカナ」を書きます。［黙っ
て読んでいる。］したがって，「カタカナ」を使って，
外国の，言葉の発音するのにしたがって，たとえ
ば，「ピアノ」［タイ語において外来語に当たり，タ
イ語発音をする］。

242 うーん。

243 p.14 つうやくとして［「訳語として」を読み上げた］ ออ้ 

แลว้ก็มอีกีแบบก็คอืแปลกอ่นแลว้คอ่ยเขยีนเป็น 
漢字［日本語で発話する］

「つうやくとして［「訳語として」を読み上げた］」あ
あ，それに，ほかの様式もあります。訳してから
「漢字」で書きます。

244 うん。

245 อยา่งเชน่ よう 
き［「洋琴」を読み上げようとしている］ ［笑う。］ こ
と ようき ［「洋琴」を読み上げようとしている］

たとえば，「よう，き［「洋琴」を読み上げようとして
いる］」。［笑う。］「こと，ようき［「洋琴」を読み上げ
ようとしている］」。

246 何の楽器なんですか［笑う］。

247 ［笑う。］ ［笑う。］

248 んー，分からない［笑う］。

249 อะไรสักอยา่ง ［笑う。］ なんかです。［笑う。］

250 はい。［笑う。］

251 น่าจะเป็นเครือ่งดนตรสีักอยา่ง ออ๋ แตว่า่ตอ้งเป็น

เครือ่งดนตรตีะวนัตกทีเ่ขาถอนมา

おそらく何かの楽器です。ああ，でも，彼が引き合
いに出した西洋の楽器でなくてはなりませんね。

252 はい。

253 อาจจะเป็นชือ่ของ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ก็ได ้เอะ๊ แตก็่ไมแ่น่ใจ

たぶん「ヴァイオリン」［タイ語において外来語に当
たり，タイ語発音をする］の名前でも良いんですけ
どね。えっ，でも，はっきりしません。

254 ［笑う。］

255 p.14 さらに，この両方の名称を持っていた楽器と，片方だけの楽器(ほとんどの
場合カタカナ表記の方だけ(注25)で，例えばサクソフォーン)があった。

［笑う。］ นอกจากนี้ 
この両方の名称を持っていた楽器と かた 
ほうだけの楽器 ほとんど 
ばサクソフォーンこの両方の［日本語で発話する］
 อมื เครือ่งดนตรทีีม่ชี ือ่ของทัง้สองแบบกับเครือ่ง

ดนตรทีีม่ชี ือ่แคแ่บบเดยีว อยา่งเชน่

［笑う。］このほかに，「この両方の名称を持ってい
た楽器と，かた，ほうだけの楽器，ほとんど，ばサ
クソフォーンこの両方の」うーん。2種類の名前を
持っている楽器と1種類しか名前のない楽器，たと
えば，

256 うん。

257 サクソフォーン［タイ語において外来語に当たり，
タイ語発音をする］ ออ้ ก็คอืมสีอง ม ีมเีครือ่ง

ดนตรทีีม่ชี ือ่สองแบบดว้ยแลว้ก็ม ีเครือ่งดนตรทีีม่ ี

ชือ่แคอ่ยา่งเดยีวดว้ย

「サクソフォーン」［タイ語において外来語に当た
り，タイ語発音をする］ああ，つまり，2つあります，
あります。2種類の名前がある楽器もあるしそれに
1種類しか名前がない楽器もあります。

258 うん。

259 p.14 しかし，漢字表記の方は時代を経るとともに次第に使用されなくなり，現
在，西洋楽器の名称はすべてカタカナ表記になっている。

แตว่า่ 漢字表記のかた のほうは時代をた たる 
たる とともにじだいに使用［日本語で発話する］ 
ออ๋ แตว่า่เครือ่งดนตรทีีม่ ีทีเ่ขยีนดว้ย 

漢字［日本語で発話する］ ก็ ใชน้อ้ยลงตาม แตล่ะ

สมัยก็คอ่ย ๆ นอ้ยลงไป

ですが，「漢字表記のかた，のほうは時代をた，た
る，たる，とともにじだいに使用」ああ。ですが，あ
る楽器，「漢字」で書くのは，んー少なくなっていき
ました。時代ごとに次第に減っていきました。

260 うん。

261 ［「現在，西洋楽器の名称はすべてカタカナ表記
になっている」の部分を黙って読んでいる。］ ใน

ปัจจุบันชือ่เครือ่งดนตรตีะวนัตกก็เขยีนเป็น 

カタカナ［日本語で発話する］ หมดแลว้

［「現在，西洋楽器の名称はすべてカタカナ表記
になっている」の部分を黙って読んでいる。］現在
西洋の楽器の名前はすべて「カタカナ」で書くよう
になりました。



262 p.14 つまり，漢字表記とカタカナ表記の名称が混在していた状態から，カタカ
ナ表記のみへと移行するという経過を辿っている。

หรอืก็คอื 漢字表記とかた 

状態から［日本語で発話する］ จาก จาก

สถานการณ์ทีแ่บบวา่จาก จากการทีม่กีารใชช้ือ่ปน

กันระหวา่ง 漢字［日本語で発話する］ กับ 

カタカナ［日本語で発話する］ ก็ 

［黙って読んでいる。］ กลายมาเป็น การทีใ่ชแ้ค ่

カタカナ［日本語で発話する］ เขยีนอยา่งเดยีว

เทา่นัน้

もしくは，つまり，「漢字表記とかた，状態から」か
ら，なんというか状況から，から，「漢字」と「カタカ
ナ」の間の組み合わせの名前を使うことから，そ
れで。［黙って読んでいる。］なりました，「カタカ
ナ」だけを使うこと，1つだけを書きます。

263 うん。

264 p.14 ところが，この原則に逆行する現象を見せたのがヴァイオリンである。 ところが［日本語で発話する］ แตว่า่ 

この原則［日本語で発話する］ เออ่ 

原則［日本語で発話する］ แปลวา่อะไรนา้ ลมื 

原則 原則［日本語で発話する］ อา 

げん［日本語で発話する］ อะ๊ 
［スマートフォンに「げんそく」と打ち込んで「原則」
に変換し，J-doradicで検索すると，「げんそく」とい
う読みと，หลักท่ัวไป

「一般的な原則」という意味が得られた。］ หลัก

ท่ัวไป この原則にぎゃっこ ぎゃっこ ぎゃく 
いく［日本語で発話する］ ［スマートフォンに「ぎゃ
く」と打ち込んで「逆」に変換し，「いく」と打ち込ん
で「行く」に変換した上で「く」を消し，J-doradicで
「逆行」検索すると「ぎゃっこう」という読みが得ら
れた。］ ぎゃっこう にぎゃっこうする現象を見せた
のがヴァイオリンである［日本語で発話する］

「ところが」だが，「この原則」えー，「原則」訳すと
何でしょう，忘れました。「原則，原則」あー，「げん
」あ？［スマートフォンに「げんそく」と打ち込んで「
原則」に変換し，J-doradicで検索すると，「げんそ
く」という読みと，หลักท่ัวไป
「一般的な原則」という意味が得られた。］一般的
な原則。「この原則にぎゃっこ，ぎゃっこ，ぎゃく，い
く」。［スマートフォンに「ぎゃく」と打ち込んで「逆」
に変換し，「いく」と打ち込んで「行く」に変換した上
で「く」を消し，J-doradicで「逆行」検索すると
「ぎゃっこう」という読みが得られた。］「ぎゃっこう，
にぎゃっこうする現象を見せたのがヴァイオリンで
ある」。

265 うん。

266 ออ๋ แตว่า่ที ่เออ่ สถานการณ์ทีม่ันกลับกัน กลับกับ

หลักพืน้ฐานทีเ่ขาพดูถงึนี้ก็คอื 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］

ああ，でも，で，えー，その逆転する状況。基本原
則に返ると彼がここで話しているものが「ヴァイオ
リン」［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音
をする］です。

267 p.14 ヴァイオリンを漢字で書くと「提琴」だということは，現在でも年配の人の間
ではかなり知られていることと思う。

ヴァイオリンを漢字で書く［日本語で発話する］ 
เออ่ ていきん だということは［日本語で発話する］

 เออ่ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ เขยีนดว้ย 
ていきん［日本語で発話する］ 
漢字［日本語で発話する］ ตัวนี้ก็คอื

「ヴァイオリンを漢字で書く」えー，「ていきん，だと
いうことは」えー，「ヴァイオリン」［タイ語において
外来語に当たり，タイ語発音をする］「ていきん」と
この「漢字」で書く，というのは，

268 うん。

269 現在でもねんはいのひではかなりしら［日本語で
発話する］ ออ๋ แมแ้ตปั่จจุบันเองคน น่าจะคนทีม่ี

อาย ุออ๋ก็ยงัคอ่นขา้ง คนทีม่อีายมุากก็ยงัคอ่นขา้ง

รูจั้กค า คอื 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ทีเ่ขยีนดว้ย 

漢字［日本語で発話する］ ตัวนี้อยูม่ากเหมอืนกัน

「現在でもねんはいのひではかなりしら」ああ。現
在であっても，人，おそらく年のいった人。ああ，ま
だかなり，年の多い人もまだかなり多くが言葉を
知っています。つまり，この「漢字」を使って書く
「ヴァイオリン」［タイ語において外来語に当たり，
タイ語発音をする］。

270 はい。

271 p.14 提琴はヴァイオリンの古い言い方だと一般的に思われている。 かただと一般的に思われている 
言い方だと［日本語で発話する］ แตก็่เป็น วธิพีดูที่

เกา่ของ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ 漢字［日本語で発話する］ ตัวนี้

เป็นวธิพีดูทีเ่กา่ของ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ก็เป็นทีรู่ ้เป็นทีรู่ก้ันท่ัวไป

「かただと一般的に思われている，言い方だと」で
すが，この「漢字」の古い「ヴァイオリン」［タイ語に
おいて外来語に当たり，タイ語発音をする］の呼び
方は「ヴァイオリン」［タイ語において外来語に当た
り，タイ語発音をする］の古い呼び方だと知られて
います。一般に知られているところです。

272 p.14 したがって，現在から約1世紀も遡る明治の頃には，ヴァイオリンというよ
り提琴の方を多く使っていただろう，と考えがちであるが，実際には明治
期にヴァイオリンを「提琴」とは呼んでいなかったのである。

ดังนัน้ 現在から約［日本語で発話する］ ออื 
漢字［日本語で発話する］ 
漢字［日本語で発話する］ คลา้ย ๆ กะ 

ぎゃく［日本語で発話する］ กับ 
つき［日本語で発話する］［「遡」のこと］ 
［スマートフォンに「遡」と指で書き，J-doradicで検
索すると，「さかのぼ」という読みと，ยอ้นหลังไป
「後へ戻っていく」という意味が得られた。］ 
さかのぼる［日本語で発話する］ ยอ้นหลังไป เออ่
 
いせいきもさかのぼる明治の頃には［日本語で発
話する］ ชว่ง 明治［日本語で発話する］ ที่

ยอ้นหลังไปหนึง่ ชว่งศตวรรษเหรอ จากปัจจุบัน 

現在から［日本語で発話する］ จากปัจจุบันยอ้น

ไปชว่ง 明治［日本語で発話する］ ประมาณหนึง่

ศตวรรษ

したがって，「現在から約」うーん。「漢字」「ぎゃく」
と「つき」の「漢字」によく似ています。［スマートフ
ォンに「遡」と指で書き，J-doradicで検索すると，「
さかのぼ」という読みと，ยอ้นหลังไป
「後へ戻っていく」という意味が得られた。］「さかの
ぼる」後へ戻っていく。えー，「いせいきもさかのぼ
る明治の頃には」1つ後へ戻っていく「明治」期，世
紀でしょうか。現在から，「現在から」現在から「明
治」期までおおよそ1世紀後へ戻っていきます。

273 うーん。

274 ヴァイオリンというより［日本語で発話する］ ออ๋ก็

ม ีฮะ ก็ม ีคนใชค้ าวา่ 

ていきん［日本語で発話する］ เออ่ 

漢字［日本語で発話する］ ตัวนี้มากกวา่ค าวา่ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］

「ヴァイオリンというより」ああ，まあいます，はっ，
います。この「漢字」の，えー，「ていきん」の言葉
を使う人が，「ヴァイオリン」［タイ語において外来
語に当たり，タイ語発音をする］の言葉よりも。

275 へー。

276 と考えがちあるが［日本語で発話する］ มแีนวโนม้

 ออ้ สามารถคดิ เอะ๊ น่ันแหละ

「と考えがちあるが」傾向があります，ああ，考えら
れます，えっ，そんなです。

277 ［笑う。］

278 ［笑う。］ ออื ก็คอืมคีนทีใ่ช ้

漢字［日本語で発話する］ ตัวนี้แทน 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ มากกวา่คะ่

［笑う。］うーん。つまり，「ヴァイオリン」［タイ語に
おいて外来語に当たり，タイ語発音をする］の代
わりにこの「漢字」を使う人のほうが多かったで
す。

279 うーん。

280 คะ่ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ทีเ่ป็น 
カタカナ［日本語で発話する］

はい。「ヴァイオリン」［タイ語において外来語に当
たり，タイ語発音をする］「カタカナ」の。

281 明治期の話ですよね？

282 ใชค่ะ่ そうです。

283 うん。

284 実際には明治期にヴァイオリンを提琴と呼んで［
日本語で発話する］ อา้ว ［黙って読んでいる。］ 

ออ๋ ก็คอืจรงิ ๆ แลว้มันควรทีจ่ะมคีนทีใ่ชค้ าวา่ 
提琴［日本語で発話する］

「実際には明治期にヴァイオリンを提琴と呼んで」
あーあ。［黙って読んでいる。］ああ，つまり，本当
に，それから，「提琴」という言葉を使う人がいた
はずです。

285 うん。

286 มากกวา่คนที ่ใช ้เรยีก 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ก็จรงิแตว่า่จรงิ ๆ แลว้

たくさんです，使う，「ヴァイオリン」［タイ語におい
て外来語に当たり，タイ語発音をする］と呼ぶより
も，本当に。でも，実際には，

287 うん。

288 ในชว่ง 明治［日本語で発話する］ นัน้คนทีใ่ชค้ าวา่

 提琴［日本語で発話する］ เรยีก 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ เนี่ย เออ่ เอย้ เออ่ คอืจรงิ ๆ แลว้ 

ในชว่ง 明治［日本語で発話する］ ก็ไมม่คีนทีเ่รยีก
 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ วา่ 提琴［日本語で発話する］

「明治」期にですね，「提琴」という言葉を使う人は
「ヴァイオリン」［タイ語において外来語に当たり，
タイ語発音をする］を呼んだのは，えー，えっ，
えーと。つまり，本当に，「明治」期に「ヴァイオリ
ン」［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音
をする］を「提琴」と呼ぶ人は誰もいませんでした。

289 え，そうなのですか。



290 น่าจะมนีอ้ย おそらく少ししかいません。

291 ふーん。

292 อมื ก็เพราะเขาบอกวา่มันกลับกัน เพราะฉะนัน้คนที่

เรยีก 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ก็น่าจะ อยูใ่นชว่งสมัยกอ่นดว้ย

เชน่กัน กลับกับปกตทิีน่่าจะเรยีกเป็น 

漢字［日本語で発話する］ มากกวา่

うーん。というのは，述べているのは，逆だからで
す。したがって，「ヴァイオリン」［タイ語において外
来語に当たり，タイ語発音をする］と呼ぶ人はおそ
らく，前の時代にもいました。通常はといえば「漢
字」でより多く読んでいました。

293 うーん。

294 p.14 提琴とはそもそも中国の胡弓系の楽器を指す言葉で，楽器とともに江戸
期に渡来し，明清楽(注26)に使用する楽器として，日本人に親しまれるよ
うになった。

そもそも中国［日本語で発話する］ เออ่ 

楽器をしめすことばで［日本語で発話する］ ค าวา่

 提琴［日本語で発話する］ นัน้แตเ่ดมิแลว้เป็นค าที่

ใชช้ีเ้ครือ่งดนตรทีีเ่ป็น อมื น่าจะเป็นเครือ่งทีม่ไีม ้

อันนี้น่าจะใชเ้รยีก คันชกั 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］［「胡弓」を解釈しようとしている］

「そもそも中国」えーと「楽器をしめすことばで」「提
琴」という言葉は，元々はといった楽器を指すのに
使う言葉でした，うーん。おそらく木がある道具，こ
れはおそらく「ヴァイオリン」［タイ語において外来
語に当たり，タイ語発音をする］の弓を呼ぶのに
使います［「胡弓」を解釈しようとしている］。

295 ［笑う。］

296 แตว่า่ขา้งหนา้คอือะไรไมรู่ ้［笑う。］ ですが，前は何か分かりません。［笑う。］

297 はい。

298 แตน่่าจะเป็น เครือ่งไมท้ีม่เีครือ่งสายทีใ่ชไ้มด้ว้ย ですが，おそらくは，木材で弓があって気も使われ
ています。

299 ふーん。

300 ［スマートフォンに「胡」と指で書き，J-doradicで調
べたが，検索結果は得られなかった。］ ออื ไมม่ี

ในพจนานุกรมตัวเดยีว ๆ ［黙って読んでいる。］ ออื
 く 
こ［日本語で発話する］［「胡」を読もうとしている］
 อะไรสักอยา่ง

［スマートフォンに「胡」と指で書き，J-doradicで調
べたが，検索結果は得られなかった。］うーん。1
字だけだと辞書にはありません。［黙って読んでい
る。］うーん。「く，こ［「胡」を読もうとしている］」何
かそんなです。

301 うん。

302 เอาเป็นวา่น่าจะเป็น เออ่ เครือ่งดนตรแีนวเดยีวกับ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ซึง่จรงิ ๆ แลว้ก็เป็นค าจนี

ということにしましょう。えー，「ヴァイオリン」［タイ
語において外来語に当たり，タイ語発音をする］と
同じ線の楽器，実際には中国の言葉です。

303 楽器とともに江戸時代に［日本語で発話する］ 
わたす［日本語で発話する］ กับ 

らい［日本語で発話する］ น่าจะแปลวา่มาถงึ ชว่ง
 江戸［タイ語的に発音する］

「楽器とともに江戸時代に」「わたす」と「らい」，お
そらく訳すと行き着きます，「江戸」［タイ語的に発
音する］期に。

304 はい。

305 めいせいがく［日本語で発話する］ ［笑う。］ 
に使用 楽器として［日本語で発話する］ เครือ่ง

ดนตรทีีใ่ช ้ใช ้ๆ ในดนตรอีะไรสักอยา่ง 
めい［日本語で発話する］ 
［スマートフォンに「めい」と打ち込んで「明」に変換
し，「清」を指で書きJ-doradicで調べたが，検索結
果は得られなかった。］ ไมม่ ีน่าจะเป็นชือ่เฉพาะ

「めいせいがく」。［笑う。］「に使用，楽器として」使
う楽器，使う使う何らかの音楽「めい」に。［スマー
トフォンに「めい」と打ち込んで「明」に変換し，
「清」を指で書きJ-doradicで調べたが，検索結果
は得られなかった。］ありません。おそらく特殊な
名詞です。

306 はい。

307 น่าจะเป็นวงดนตรอีะไรสักอยา่ง ออื 
親しまれるようになった［日本語で発話する］ 
เป็นทีรู่จั้ก ［黙って読んでいる。］ อือ๋ ก็คอื 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ นัน้ จรงิ ๆ แลว้เป็นค าทีใ่ชเ้รยีก เออ่

 เครือ่งดนตรชีนดิทีใ่ชไ้มแ้ลว้ก็ มาถงึชว่ง 

江戸［タイ語的に発音する］ เอาไวใ้ชใ้น 

［黙って読んでいる。］ ดนตรปีระเภท 

めいせい［日本語で発話する］ อะไรสักอยา่ง ก็

เลยกลายเป็นคนญีปุ่่ นก็เลยรูจั้ก ในฐานะทีเ่ขาเอาใช ้

เลน่เครือ่งดนตรปีระเภทนี้

おそらく音楽領域の何かです，うーん。「親しまれ
るようになった」知られるようになりました。［黙って
読んでいる。］ううー，要するに，「ヴァイオリン」［タ
イ語において外来語に当たり，タイ語発音をする］
は，実際には呼ぶのに使われる言葉で，えー，気
を使った楽器の種類で。それと，「江戸」［タイ語的
に発音する］期にいたって，で使われる。［黙って
読んでいる。］「めいせい」なんとかの種類の音
楽。それで，日本人がそれにより知るようになりま
した。この種の楽器を使って演奏する立場となっ
て。

308 はい。

309 p.14 明治初期には明清楽が特にもてはやされた時期があり，提琴という言葉
もその音楽と共に広く認識されていた。

明治初期［日本語で発話する］ ในชว่ง 

明治［日本語で発話する］ ชว่งแรก เออ่ 
めいせいがくが特にもてはやされたきが［日本語
で発話する］ ออ๋ ก็ชว่งแรกของ 

明治［日本語で発話する］ นัน้ ดนตรปีระเภทนี้ก็

ไดรั้บความนยิม เป็นชว่งที ่เออ่ เป็นชว่งทีด่นตรี

ประเภทนี้ไดรั้บความนยิมคอ่นขา้งมาก เป็นพเิศษ

「明治初期」「明治」期の初期，えー，「めいせいが
くが特にもてはやされたきが」ああ。つまり，「明
治」の初期に，この種の音楽が好まれて，時期
に，えー，この種の音楽がかなり好まれていた時
期です，特別に。

310 ふーん。

311 ていきんということばもその 
音楽ともとに広く認識［日本語で発話する］ ท าให ้

ค า ค าวา่ ていきん［日本語で発話する］ นี้ก็คอื 

［黙って読んでいる。］ เป็นทีรู่จั้ก ในหมูก่วา้ง ๆ 

พรอ้มกับเครือ่งดนตรชีนดินี้ดว้ยเชน่เดยีวกัน

「ていきんということばもその，音楽ともとに広く認
識」言葉をします。この「ていきん」という言葉，つ
まり。［黙って読んでいる。］知られています，広い
中で，この種の音楽とともに，一緒に。

312 p.14 つまり，明治時代において提琴はヴァイオリンではなく，明清楽に使う胡
弓の一種であった(注27)。

หรอืก็คอื 明治時代において ではなく 
ヴァイオリン ていきんはヴァイオリンではなく 
この一種であった［日本語で発話する］ หรอืก็คอื

ในชว่งสมัย 明治［日本語で発話する］ นัน้ 

［黙って読んでいる。］ เออ่ ไมใ่ช ่หรอืก็คอืเอย้ 

หรอืก็คอื ていきん［日本語で発話する］ ในสมัย 

明治［日本語で発話する］ นัน้ไมใ่ช ่
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ แตเ่ป็นเครือ่งดนตรชีนดิหนึง่ทีใ่ช ้

ใน การเลน่ดนตร ีめいせい［日本語で発話する］ 

อันนี้

もしくはつまり，「明治時代において，ではなく，
ヴァイオリン，ていきんはヴァイオリンではなく，こ
の一種であった」。もしくはつまり，「明治」時代の
時期に。［黙って読んでいる。］えー，違います。も
しくはつまり，いや，あるいはつまり，「明治」時代
の「ていきん」は「ヴァイオリン」［タイ語において外
来語に当たり，タイ語発音をする］ではありません
でした。ですが，使われる楽器の一種でした。これ
の「めいせい」音楽の演奏の中でです。

313 はい。

314 pp.14-15 その提琴がヴァイオリンの意味を持つようになった年代は明確ではない
が，大正末期から使用例が現われ(注28)，最も多く使われたのは昭和戦
前期のようである。

［黙って読んでいる。］ 
ヴァイオリン意味を持つような時代 明確では 
そのていきんがヴァイオリンの 
そのていきんがヴァイオリンの［日本語で発話す
る］ ก็เขาก็บอกวา่ไมไ่ดช้ดัเจนวา่ชว่งปีสมัยไหนที ่

ていきん［日本語で発話する］ มคีวามหมายวา่ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ แตว่า่

［黙って読んでいる。］「ヴァイオリン意味を持つよ
うな時代，明確では，そのていきんがヴァイオリン
の，そのていきんがヴァイオリンの」んー，述べて
いるのは，はっきりしていないのは，「ていきん」が
「ヴァイオリン」［タイ語において外来語に当たり，
タイ語発音をする］の意味を持ったのは何年の時
期であったか。しかし，

315 うん。

316 だい せい まつ 
だいしょうまつ［「大正末」を読もうとしている］ 
［スマートフォンに「だいしょうまつ」と打ち込んだが
，漢字変換の候補が出ない。］ 
だいしょうまつ［日本語で発話する］ อะ๊ ไมใ่ช ่
だいせいまつ［日本語で発話する］ 
［スマートフォンに「だいせいまつ」と打ち込んだが
，漢字変換の候補が出ない。］ ไมใ่ช ่ただしい 
まつ［日本語で発話する］ 
［スマートフォンに「だい」と打ち込んで「大」に変換
し，「ただしい」と打ち込んで「正しい」に変換し「し
い」を消し，「まつ」と打ち込んで「末」に変えて「大
正末」をJ-doradicで検索したが，結果は得られな
い。］ อมื ไมม่ ี［笑う。］

「だい，せい，まつ，だいしょうまつ［「大正末」を読
もうとしている］」。［スマートフォンに「だいしょうま
つ」と打ち込んだが，漢字変換の候補が出ない。］
「だいしょうまつ」あっ，違います。「だいせいま
つ」。［スマートフォンに「だいせいまつ」と打ち込ん
だが，漢字変換の候補が出ない。］違います。「た
だしい，まつ」。［スマートフォンに「だい」と打ち込
んで「大」に変換し，「ただしい」と打ち込んで「正し
い」に変換し「しい」を消し，「まつ」と打ち込んで
「末」に変えて「大正末」をJ-doradicで検索した
が，結果は得られない。］うーん。ありません。［笑
う。］

317 ［笑う。］



318 使用例が［日本語で発話する］ ก็คอืมกีาร ออื พดู

ถงึความหมายของค าวา่ 

ていきん［日本語で発話する］ ก็คอืไมไ่ดบ้อกชดั

วา่กลายเป็น 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ตัง้แตเ่มือ่ไรแตก็่บอกวา่ มตีัวอยา่ง

ในการใชป้รากฎตัง้แตช่ว่ง เออ่ 

だいせいまつ［日本語で発話する］ อะไรสักอยา่ง

 ก็คอืชว่งนี ้แลว้ก็

「使用例が」つまり，がある。うー，「ていきん」の言
葉の意味を言うなら，つまり，「ヴァイオリン」［タイ
語において外来語に当たり，タイ語発音をする］に
似ているとははっきりは述べていません。いつか
らなのか。でも，述べているのは，期から登場した
例があります。えー，「だいせいまつ」なんとかで
す。つまり，この時期，それから，

319 うん。

320 最も多く使われ 使わ 使われたの 
めいわせんまえきのよう［日本語で発話する］ 
แลว้ก็ดเูหมอืนวา่ อมื ในชว่งทีใ่ชม้ากทีส่ดุก็คอืชว่ง

กอ่นสงคราม めいわ［日本語で発話する］ เอย้ 

みわ みわ［日本語で発話する］ น่ันเอง

「最も多く使われ，使わ，使われたの，めいわせん
まえきのよう」それから，のように思われます。うー
む。最も多く使われた時期はというと「めいわ」戦
争前，いや，「みわ，みわ」自体です。

321 p.15 明清楽の隆盛期から約半世紀が過ぎ，もはやその音楽も使用楽器も忘
れ去られてしまった，その時期に改めてヴァイオリンの訳語として，カタカ
ナ表記と併用されるようになったと考えられる。

めいせいがっくの［日本語で発話する］ อะ๊ ชว่ง 

ชว่งอะไรนา้ ［スマートフォンに「隆」と指で書く。］ 

เออ่ しゅうせい［日本語で発話する］ อะไรนา้ เออ่
 せい［日本語で発話する］ 
［スマートフォンに「隆隆」を残したまま「盛」を指で
書き「隆盛」をJ-doradicで検索すると，「りゅうせい
」という読みと，เจรญิรุ่งเรอืง
「繁栄する」という意味が得られた。］ りゅうせい 
りゅうせいき りゅうせいき りゅうせいき 
めいせいがっこのりゅうせいきからはん［日本語で
発話する］ เออ่

「めいせいがっくの」あ。期，何の期でしょう。［スマ
ートフォンに「隆」と指で書く。］えー，「しゅうせい」
，なんでしょう。えー，「せい」。［スマートフォンに「
隆」を残したまま「盛」を指で書き「隆盛」をJ-dorad
icで検索すると，「りゅうせい」という読みと，
เจรญิรุ่งเรอืง
「繁栄する」という意味が得られた。］「りゅうせい，
りゅうせいき，りゅうせいき，りゅうせいき，めいせ
いがっこのりゅうせいきからはん」えーと。

322 うん。

323 約半世紀が過ぎ［日本語で発話する］ ก็คอืตัง้แต่

ชว่งเจรญิรุ่งเรอืงของ ทีเ่ครือ่งดนตร ี

めいせい［日本語で発話する］ นัน้เจรญิตัง้แต ่

はん［日本語で発話する］ แลว้ก็ผา่นไปชว่งครึง่

ศตวรรษ ประมาณครึง่ศตวรรษ もはや 

もはやその音楽［日本語で発話する］ ก็เริม่ลมืวธิี

เลน่ของเครือ่งดนตรนัีน้

「約半世紀が過ぎ」つまり，の繁栄期から，楽器
「めいせい」が成長し「はん」から，それから，半世
紀が過ぎて，おおよそ半世紀「もはや，もはやその
音楽」んー，その学期の演奏の方法を忘れ始めま
した。

324 ふーん。

325 その時期に改めてヴァ 
として［日本語で発話する］ เออ่ เพราะเขาลมืก็เลย
 
その時期に改めてヴァイオリン［日本語で発話す
る］ つうご つうご ［「訳語」を読もうとしている］ 
เป็นค าทีแ่ปลมา อกีครัง้หนึง่ 
［「カタカナ表記と併用されるようになったと考えら
れる」の部分を黙って読む。］ ออื 
［スマートフォンに「併用」と指で書き，J-doradicで
検索すると，「へいよう」という読みと，การใชทั้ง้

สองอยา่ง
「2種類とも使うこと」という意味が得られた。］ へ
いよう［日本語で発話する］

「その時期に改めてヴァ，として」えーと。忘れまし
たので，それで，「その時期に改めてヴァイオリン」
「つうご，つうご［「訳語」を読もうとしている］」訳さ
れた言葉，もう一度。［「カタカナ表記と併用される
ようになったと考えられる」の部分を黙って読む。］
うーん。［スマートフォンに「併用」と指で書き，J-d
oradicで検索すると，「へいよう」という読みと，
การใชทั้ง้สองอยา่ง
「2種類とも使うこと」という意味が得られた。］「へ
いよう」。

326 うん。

327 การใชทั้ง้สองอยา่ง 

されるようになった［日本語で発話する］ ก็เลย

กลายเป็นวา่ ใชทั้ง้ カタカナ［日本語で発話する］ 

と［日本語で発話する］ อะ๊ ก็เลยใช ้

カタカナ［日本語で発話する］ ดว้ยเหรอ ใชทั้ง้สอง
 ヴァイオリンのつうごとして［日本語で発話する］
 ออื พอคนลมืทีจ่ะเลน่ ลมื ลมืวธิเีลน่เครือ่งดนตร ี

ลมืวธิใีชเ้ครือ่งดนตรนัีน้แลว้พอ เสร็จแลว้ก็ つうご

 つうご［日本語で発話する］ ภาษาทีแ่ปลมาของ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ก็เอามาใชอ้กี เออ่ ก็เอามาปรับ ก็

คอืเอา カタカナ［日本語で発話する］ มาใชใ้หม่

เหรอ

2種類とも使うこと。「されるようになった」それで，
変わったのは，全て「カタカナ」を使います。「と」
あ，それで「カタカナ」も使うのですか。2つとも使い
ます。「ヴァイオリンのつうごとして」うーん。演奏
することを人が忘れると，その楽器を演奏する方
法を忘れる，その楽器を使う方法を忘れる。そし
て，そうなってから，「つうご，つうご」「ヴァイオリ
ン」［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音
をする］を訳してきた言葉も再利用する。えー，調
整する，つまり「カタカナ」を新しく使うのですか。

328 うーん。

329 p.15 したがってヴァイオリンの名称は，まずカタカナ表記の時期があり，次に
漢字表記との併用の時期を経て，再びカタカナ表記に戻る，という例外的
な変遷を持っている。

［「したがってヴァイオリンの名称は」の部分を黙っ
て読む。］ 
したがってヴァイオリンの［日本語で発話する］ 
ชือ่ของ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］

［「したがってヴァイオリンの名称は」の部分を黙っ
て読む。］「したがってヴァイオリンの」「ヴァイオリ
ン」［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音
をする］の名前。

330 うん。

331 まずカタカナ表記の時期［日本語で発話する］ ก็

มชีว่งทีใ่ช ้ออ้ ชว่งแรกเลยเป็นชว่งทีใ่ช ้

カタカナ［日本語で発話する］ ออ๋ อันนี้เขาพดูถงึ

สรุปหรอืเปลา่ แลว้ก็ つ ［「次に」と言いかけた］ 

แลว้ก็กลายมาเป็นใช ้ใช ้

漢字［日本語で発話する］ ผา่นไปแลว้ก็กลับมาใช ้

 カタカナ［日本語で発話する］ อกีครัง้หนึง่ ออื ออื

 ก็คอืชว่งแรกใช ้カタカナ［日本語で発話する］ ใช ้

 漢字［日本語で発話する］ แลว้ก็กลับมาใช ้
カタカナ［日本語で発話する］

「まずカタカナ表記の時期」んー使う時期がありま
した。ああ，初期ですね「カタカナ」を使う時期の，
ああ，これはまとめを言ってるのではないでしょう
か。それから，「つ［「次に」と言いかけた］」それか
ら，使うようになりました。「漢字」を使います。時
間が過ぎてもう一度「カタカナ」を使います。うー，
うー，つまり，初期に「カタカナ」を使い，「漢字」を
使い，それから「カタカナ」を使うのに戻ります。

332 p.15 さて，前述の通り明治期においてヴァイオリンは専らカタカナ表記された
訳だが，その書き方は統一されることなく，非常に多くのパターンが現わ
れる。

さて［日本語で発話する］ ［黙って読んでいる。］
 表記されたわきだがそのきき 
書き方は統一されることなく非常に多くのパターン
［日本語で発話する］ ก็ม ีออื ม ี
パターン［タイ語において外来語に当たり，タイ語
発音をする］ แพทเทริน์ เออ่ มรีูปแบบในการเขยีน

 カタカナ［日本語で発話する］ ของ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ เยอะมาก ในชว่งสมัย 

明治［日本語で発話する］ ทีไ่ดพ้ดูถงึกอ่นหนา้นัน้

「さて」。［黙って読んでいる。］「表記されたわきだ
がそのきき，書き方は統一されることなく非常に多
くのパターン」まあ，あります，うーん，「パターン」
［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音をす
る］があります。えー，「ヴァイオリン」［タイ語にお
いて外来語に当たり，タイ語発音をする］の「カタ
カナ」表記における型がとてもたくさんあります。
「明治」，この前までに述べたように，

333 うん。

334 p.15 これは，基本的にカタカナ表記のルールが確立していなかったこと，violin
の発音には日本語にない「Ｖ」の発音が含まれること，当時はワ行「ワヰ
ウヱヲ」がまだ使われていたこと，の3点が係わっている。

これは基本的にカタカナ［日本語で発話する］ ก็

ไมไ่ดต้ัง้ ไอที ่เออ่ 基本的に［日本語で発話する］

 เออ่ ก็คอื カタカナ［日本語で発話する］ ทีเ่ขาพดู

ถงึก็คอืไมไ่ดม้กีฏเกณฑพ์ืน้ฐานในการเขยีนเป็น 
カタカナ［日本語で発話する］ ［黙って読んでい
る。］

「これは基本的にカタカナ」んー，からではない。
その，えー，「基本的に」えー，要するに，述べら
れている「カタカナ」というのは「カタカナ」を書くこ
とにおいて基本的な原則がありません。［黙って読
んでいる。］

335 ふーん。

336 อือ้ 
violin［タイ語において外来語に当たり，タイ語発
音をする］ 
の発音には日本語にない［日本語で発話する］ 
ในการออกเสยีง 
violin［タイ語において外来語に当たり，タイ語発
音をする］ นัน้ม ีตัว 
v［タイ語では「v」の音を「w」で発音し，ここでは「ウ
ィ」と聞き取れる音で発音している］ ทีไ่มม่ใีน

ภาษาญีปุ่่ นดว้ย

うー，「violin」［タイ語において外来語に当たり，タ
イ語発音をする］「の発音には日本語にない」その
「violin」［タイ語において外来語に当たり，タイ語
発音をする］の発音において，v［タイ語では「v」の
音を「w」で発音し，ここでは「ウィ」と聞き取れる音
で発音している］の字が日本語にもありません。

337 はい。

338 当時は［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ 
3点が［日本語で発話する］ อะ๊ 

き［日本語で発話する］ โอย้ เคยทอ่งค านี้แลว้แต่

วา่ลมื ［笑う。］

「当時は」。［黙って読んでいる。］「3点が」あ，「き」
うわー，この言葉繰り返してきたけど忘れてしまい
ました。［笑う。］

339 ［笑う。］



340 โอย้ 
［スマートフォンに「係」と指で書き，「り」をその後
ろに打ち込んで「係り」をJ-doradicで検索すると，
「かかわり」という読みが表示された。］ 
かかわり［日本語で発話する］ ออ๋ かかわり 
かかわる 3点がかかわっている 当時はワこう 
ワ［日本語で発話する］ หมื がまだ使われている

 ていたこと［日本語で発話する］ ก็คอืตอนนัน้ยงั

ใช ้ยงัมวีรรค ワ［日本語で発話する］ อยูเ่หรอ 
の3点がかかわっている［日本語で発話する］ 
พถิพีถัิน อือ๋ ก็เลยมกีารแบบวา่จูจ้ี ้มคีวามเกีย่วขอ้ง

เกีย่วพัน ไมใ่ช ่น่าจะ มกีาร มหีลักในการใชอ้ะไร

อยา่งนี้หรอืเปลา่

うわー。［スマートフォンに「係」と指で書き，「り」を
その後ろに打ち込んで「係り」をJ-doradicで検索
すると，「かかわり」という読みが表示された。］「か
かわり」ああ，「かかわり，かかわる，3点がかか
わっている，当時はワこう，ワ」ふーむ。「がまだ使
われている，ていたこと」つまり，そのときまだ使い
ました。まだ「ワ」行があったのですか。「の3点が
かかわっている」細心の，うー。つまり，なんという
かなんだかんだがあって，関係していることがあっ
て，違う，おそらく，ありました。このような何か使
用における柱があったのではないでしょうか。

341 ふーん。

342 มวีรรค ワウヲ［日本語で発話する］ อมื สามจุดที ่

เกีย่วขอ้ง ก็เลยในชว่งนัน้เขายงัมกีารใช ้

ワウヲ［日本語で発話する］ อยูเ่หรอ ออ้ 

ワ［日本語で発話する］ ในวรรค 

ワ［日本語で発話する］ มทัีง้ 

ワウ［日本語で発話する］ แลว้ก็ 

ヲ［日本語で発話する］ ก็เลยท าใหม้สีามจุดทีเ่ขา

จะเอามาเป็นตัว 
v［タイ語では「v」の音を「w」で発音し，ここでは「ウ
ィ」と聞き取れる音で発音している］ ได ้

「ワウヲ」行がありました。うーむ。3点，関係した，
それで，その当時まだ「ワウヲ」行を使用がありま
した，でしょうか。ああ，「ワ」行の中には「ワウ」そ
れに「ヲ」の全てがありました。それで，v［タイ語で
は「v」の音を「w」で発音し，ここでは「ウィ」と聞き
取れる音で発音している］の字を用いる3つのポイ
ントがありました。

343 p.15 その結果，バイオレン，バイオリン，バヨリン，バイヲレン，バイヲーレン，
ブアヨリン，ブァイオリン，ブァイオヽリン，ヴィオリン，ヴァイオリン，ヴワイ
オリン，ヴワイヲリン，ヴァイヲリン，ヴハイオリン，ヴハイヲリーン，ヴワ
井オリン，井”オリンなどと，枚挙にいとまのない程の表記があったことが
確認できる(注29)。

ท าใหผ้ลลัพธก็์คอืมคี า 

カタカナ［日本語で発話する］ ทีเ่ป็น 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ เยอะมากก็ แตว่า่ไมใ่ชแ่ค ่

อยา่งเชน่ตัว バイオリン［日本語で発話する］ แต่

ไมใ่ชแ่ค ่バ［日本語で発話する］ อยา่งเดยีวก็ม ี

ブヲ［日本語で発話する］ ม ี

ヴ［日本語で発話する］ ดว้ย ヴワイオリン 
ヴワイヲリン［カタカナをなんとか読み上げようとし
ている］

結果として，つまり，「ヴァイオリン」［タイ語におい
て外来語に当たり，タイ語発音をする］の「カタカ
ナ」がとてもたくさんあることで。ですが，ただ，たと
えば「バイオリン」という字があるというだけではな
く，「バ」1つだけではなく，「ブヲ」，「ヴ」もありま
す。「ヴワイオリン，ヴワイヲリン［カタカナをなんと
か読み上げようとしている］」。

344 ［笑う。］

345 ［笑う。］ มตีัว ブ［日本語で発話する］ ดว้ยแลว้ก็มี

 ウ［日本語で発話する］ ทีเ่ตมิ 
てんてん［日本語で発話する］

［笑う。］「ブ」の字もあります。それに「てんてん」を
添えた「ウ」もあります。

346 うん。

347 ブァ ヴワ ヴハ［カタカナを読み上げようとしてい
る］

「ブァ，ヴワ，ヴハ［カタカナを読み上げようとして
いる］」。

348 ［笑う。］

349 ［笑う。］ ヴァイオリン［タイ語において外来語に当
たり，タイ語発音をする］

［笑う。］「ヴァイオリン」［タイ語において外来語に
当たり，タイ語発音をする］。

350 うん。

351 ［「オリンなどと，枚挙にいとまのない」の部分を読
み始める。］ ออื ก็ ออื 

オリンなどと［日本語で発話する］ ออื まい 
まいき［日本語で発話する］ ［笑う。］ まい 
いちまい［日本語で発話する］ ออื 
［スマートフォンに「枚挙」と指で書き，J-doradicで
検索すると，「まいきょ」という読みと，การนับไปที

ละชิน้ ทลีะอยา่ง
「ひとつずつ少しずつ数えること」という意味が得ら
れた。］ まいきょ［日本語で発話する］ การนับไป

ทลีะชิน้ทลีะอยา่ง อะ๊

［「オリンなどと，枚挙にいとまのない」の部分を読
み始める。］うー，んー，うー，「オリンなどと」うー
ん，「まい，まいき」。［笑う。］「まい，いちまい」うー
ん。［スマートフォンに「枚挙」と指で書き，J-doradi
cで検索すると，「まいきょ」という読みと，การนับ

ไปทลีะชิน้ ทลีะอยา่ง
「ひとつずつ少しずつ数えること」という意味が得ら
れた。］「まいきょ」1つずつ少しずつ数えること」の
こと，あ。

352 ん。

353 ［検索画面に「枚挙に遑がない」文字を見つけ，J-
doradicで検索すると，「まいきょにいとまがない」と
いう読みと，เยอะจนนับไมห่วัน่ไมไ่หว
「多すぎて数え切れない」という意味が得られた。］
 まいきょにいとまがない［日本語で発話する］ 
เยอะจนนับไมห่วัน่ไมไ่หว ก็คอืมรีูปแบบการเขยีนที่

เยอะมากจนนับไมห่วัน่ไมไ่หว

［検索画面に「枚挙に遑がない」文字を見つけ，J-
doradicで検索すると，「まいきょにいとまがない」と
いう読みと，เยอะจนนับไมห่วัน่ไมไ่หว
「多すぎて数え切れない」という意味が得られた。］
「まいきょにいとまがない」多すぎて数え切れな
い。つまり，とてもたくさんの書き方の型があって
数えることができません。

354 p.15 中でも，拗音に用いる「ャ・ュ・ョ」のように「ワ」を小さく書く「ヴワイオリン，
ヴワイヲリン」等は，少々奇異な感じを受ける一方で，表記の苦労がしの
ばれるものである。

中でも［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ 
中でも［日本語で発話する］ 
［スマートフォンに「拗音」と指で書き，J-doradicで
検索すると，「ようおん」という読みと，เสยีง

พยญัชนะควบกล ้าในภาษาญีปุ่่ น
「日本語における二重母音の子音」という意味が
得られた。］ ฮ ึようおん［日本語で発話する］ 

เสยีงพยญัชนะควบกล ้าในภาษาญีปุ่่ น にようじいる

 のようにワを小さく書く［日本語で発話する］ ออ๋ 

แลว้ก็ในบรรดานี้ก็จะมเีสยีงพยญั มกีารใชเ้สยีง

พยญัชนะควบกล ้าในภาษาญีปุ่่ นหรอืก็คอื 

やゆよ［日本語で発話する］ เอามาใชด้ว้ย

อยา่งเชน่ ワイオ［日本語で発話する］ ท า 

ワ［日本語で発話する］ ใหเ้ล็ก เหมอืน 

やゆよ［日本語で発話する］ ในภาษาญีปุ่่ นดว้ยก็มี

เหมอืนกัน

「中でも」。［黙って読んでいる。］「中でも」。［スマ
ートフォンに「拗音」と指で書き，J-doradicで検索
すると，「ようおん」という読みと，เสยีงพยญัชนะ

ควบกล ้าในภาษาญีปุ่่ น
「日本語における二重母音の子音」という意味が
得られた。］ふ。「ようおん」日本語における二重母
音の子音。「にようじいる，のようにワを小さく書く」
ああ。それから，これらの中で子音がある，二重
母音の子音の使用があります。日本語において，
ですか。つまり，「やゆよ」を一緒に使って，たとえ
ば「ワイオ」で小さな「ワ」を作ります。日本語にも
同じく存在する「やゆよ」のように。

355 はい。

356 少々き いな感じを受ける一方で きい 
き［日本語で発話する］ 
［スマートフォンに「奇異」と指で書き，J-doradicで
検索すると，「きい」という読みと，แปลกประหลาด
「奇妙な」という意味が得られた。］ 
きい［日本語で発話する］ แปลกประหลาด ออื 
苦労がしのばれる しのばる［日本語で発話する］

「少々き，いな感じを受ける一方で，きい，き」。［ス
マートフォンに「奇異」と指で書き，J-doradicで検
索すると，「きい」という読みと，แปลกประหลาด
「奇妙な」という意味が得られた。］「きい」。奇妙
な，ああ。「苦労がしのばれる，しのばる」。

357 うん。

358 ［スマートフォンに「しのばる」と打ち込む。］ หอื 
しのば［日本語で発話する］ 
［スマートフォンの「しのばる」から「る」を消して「し
のば」をJ-doradicで検索したが，語の候補はなか
った。］ しのぶ［日本語で発話する］ 
［スマートフォンの文字を「しのぶ」に変え，J-dora
dicで検索すると，อดทน

「耐える」という意味が得られた。］ เออ่ 

苦労が［日本語で発話する］ อดทน ออื มคีวาม

พยายามหรอืเปลา่นะ ออืก็คอืใหค้วามรูส้กึแปลก ๆ 

แตก็่มคีวามอดทนในการเขยีน

［スマートフォンに「しのばる」と打ち込む。］ふー。
「しのば」。［スマートフォンの「しのばる」から「る」
を消して「しのば」をJ-doradicで検索したが，語の
候補はなかった。］「しのぶ」。［スマートフォンの文
字を「しのぶ」に変え，J-doradicで検索すると，
อดทน
「耐える」という意味が得られた。］えー，「苦労が」
耐える，うー，努力したのでしょうか。うー，つまり，
おかしいと感じましたが書くことにおいて忍耐があ
りました。

359 ［笑う。］

360 อะไรแบบนี้หรอืเปลา่ ［笑う。］ 何かこのようなことでしょうか。［笑う。］

361 p.15 現在，日本を代表するヴァイオリン・メーカー「鈴木バイオリン製造株式会
社」では，「バイオリン」を使用しているが，明治期においては名古屋本店
の看板に大きく「ヴワイオリン」という文字を掲げ，雑誌広告などでも同様
の表記を多く使っていた経緯がある(注30)。

現在日本の［日本語で発話する］ เอย้ 

日本を代表する［日本語で発話する］ ในปัจจุบัน

คนทีผ่ลติ คนทีเ่ป็นตัวแทนในการผลติ ไมใ่ชค่นที ่

เป็นตัวแทนของญีปุ่่ นทีม่ชี ือ่เสยีงเรือ่งการผลติ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ อยา่ง บรษัิท 
鈴木［タイ語的に発音する］

「現在日本の」いや，「日本を代表する」現在生産
する人は，生産を代表する人は，人じゃなくて，日
本の代表は，「ヴァイオリン」［タイ語において外来
語に当たり，タイ語発音をする］を生産することで
有名です。会社「鈴木」［タイ語的に発音する］な
ど。

362 うん。



363 を使用しているが［日本語で発話する］ ก็ใช ้
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］

「を使用しているが」んー，「ヴァイオリン」［タイ語
において外来語に当たり，タイ語発音をする］を使
います。

364 はい。

365 明治期においては 名古屋［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ หอื ในชว่งสมัย 

明治［日本語で発話する］ นัน้ก็มกีาร ตดิป้าย

ใหญ ่ๆ ทีร่า้นทีส่าขา 

名古屋［タイ語的に発音する］ วา่ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ เป็น 
ヴワイオリン［日本語で発話する］

「明治期においては，名古屋」。［黙って読んでい
る。］ふー。「明治」時代の時期にありました。「名
古屋」［タイ語的に発音する］支店の店に大きな看
板が掲げているところが。「ヴァイオリン」［タイ語
において外来語に当たり，タイ語発音をする］を
「ヴワイオリン」に。

366 ふーん。

367 ออื ก็คอืในบรรดาหลาย ๆ 

カタカナ［日本語で発話する］ ทีย่กมาเขาก็ 

鈴木［タイ語的に発音する］ ทีม่ชี ือ่เสยีงเนี่ยเขาก็

เลอืกใช ้カタカナ［日本語で発話する］ ตัวนี้

うーん，つまり，多くの「カタカナ」の中で有名な
「鈴木」［タイ語的に発音する］がですね，この「カタ
カナ」の字を選んで使いました。

368 ふーん。

369 などでも同様の表記を多く使っていた経緯がある
［日本語で発話する］

「などでも同様の表記を多く使っていた経緯があ
る」。

370 ここのところでは1つの会社についてしか説明して
いないんですよね？

371 ใชค่ะ่เพราะวา่ 鈴木［タイ語的に発音する］ เป็น

เหมอืนตัวแทนในการผลติ

そうです。「鈴木」［タイ語的に発音する］は生産に
おける代表のようなものですから，

372 うん。

373 ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ในประเทศญีปุ่่ น แลว้ก็โฆษณาใน

นติยสารตา่ง ๆ ก็ ก็เลยใช ้ใช ้เออ่ ค า การเขยีนแบบ

เดยีวกัน

日本における「ヴァイオリン」［タイ語において外来
語に当たり，タイ語発音をする］の。それから，さま
ざまな雑誌の中で広告して，んー，それで，使いま
す，使います。えー，言葉，同じ様式で書いたもの
を。

374 うん。

375 เพราะวา่น่าจะไดรั้บอทิธพิลจากบรษัิท 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ ของ 鈴木［タイ語的に発音する］

それは「鈴木」［タイ語的に発音する］の「ヴァイオ
リン」［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音
をする］会社から影響を受けていたからです。

376 はい。

377 p.15 このように微妙に異なる様々な表記は明治期全般に見られる現象で，当
時の人たちがviolinの発音を出来るだけ正しく日本語に置き換えようと腐
心した結果といえよう。

このように微妙に異なる 
さまさまな表記は［日本語で発話する］ ก็เขาก็

สรุปใหฟั้งวา่ในสมัย 明治［日本語で発話する］ ก็

มกีาร มปีรากฏการณ์ในการแบบวา่เขยีนรูปแบบ

ตา่ง ๆ มากมาย

「このように微妙に異なる，さまさまな表記は」
んー，まとめて聞かせようとしていることは，「明
治」時代において，ありました。たくさんのさまざま
な様式で書かれたという現象がありました。

378 うん。

379 当時の人たちが［日本語で発話する］ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ 
の発音できるだけただ［日本語で発話する］ หอื
 当時の人が［日本語で発話する］ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ は できる だけ正しく 
ようと［日本語で発話する］ ออื くさる こころ 

した結果といえよう［日本語で発話する］ น่าจะ

เป็นความหมายทีค่อ่นขา้งไมด่ ี［笑う。］

「当時の人たちが」「ヴァイオリン」［タイ語において
外来語に当たり，タイ語発音をする］「の発音でき
るだけただ」ふー。「当時の人が」「ヴァイオリン」
［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音をす
る］「は，できる，だけ正しく，ようと」うーん，「くさ
る，こころ，した結果といえよう」おそらくかなり良く
ない意味だと思います。［笑う。］

r40 ［笑う。］

381 หัวใจทีเ่น่า 腐った心。

382 おお［笑う］。

383 ［笑う。］ แปลวา่อะไรนะ くさる 
こころ［日本語で発話する］ 
［スマートフォンに「くさる」と打ち込んで「腐る」に
変えて「る」を消し，「こころ」と打ち込んで「心」に変
え，「腐心」をJ-doradicで検索すると，「ふしん」と
いう読みとการทกุขใ์จ
「苦しみ」という意味が得られた。］ ふしん 
ふしん［日本語で発話する］ การทกุขใ์จ ก็คอื

กลายเป็นวา่ทกุข ์ทกุขใ์จเหรอ 
日本語に［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ ออื 当時 当時 
当時の人たちが［日本語で発話する］ 
ヴァイオリン［タイ語において外来語に当たり，タイ
語発音をする］ の発音を［日本語で発話する］ 
ออ้ できるだけ［日本語で発話する］ ก็พยายามจะ

ท าใหม้ัน ถอดเสยีงออกมาใหถู้กตอ้งก็เป็นเรือ่งที่

คอ่นขา้งล าบากของคนญีปุ่่ นสมัยนัน้น่ันเอง คะ่

［笑う。］なんと訳すのでしょう。「くさる，こころ」。［
スマートフォンに「くさる」と打ち込んで「腐る」に変
えて「る」を消し，「こころ」と打ち込んで「心」に変え
，「腐心」をJ-doradicで検索すると，「ふしん」とい
う読みとการทกุขใ์จ
「苦しみ」という意味が得られた。］「ふしん，ふし
ん」苦しみ，つまり，苦しい，苦しみなんですか。
「日本語に」。［黙って読んでいる。］うー，「当時，
当時，当時の人たちが」「ヴァイオリン」［タイ語に
おいて外来語に当たり，タイ語発音をする］「の発
音を」おお，「できるだけ」んー，するように努めま
す。音を引いて出してきて正しくできるように，その
時代の日本人にとってはかなり苦労しました，は
い。

384 はい。ありがとうございました。


